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頁

132

133

予算説明妻

款

2

船務費

1 概要

珀鳥台日本の産業革命遺産」の構成資産のーつである耻肯島炭坑」は、世界遺産及び国指

定史跡として将来にわたり適切に保存管理を行う必要がある。

そのため、整備の方針を定めた「史跡高島炭鉱跡整備基本計画及び高島炭坑端島炭坑

修復・公開活用計画」(以下、「修復・公開活用計画」という。)に基づき、「護岸遺構」「擁壁遺

構」「生産施設遺構」「居住施設遺構」を対象として平成30年度から30年間に渡って優先順

位を付けて整備を行うこととしている。このうち「護岸遺構」については、社会資本整備交付

金を活用し、令和 4年に実施設計を行った後、令和5年から5ケ年をかけて護岸防護工事を

実施することで、護岸機能向上を図り、史跡を保護する。

また、ウィズコロナ下における社会経済活動の再開に伴い、来訪者の増加が予想される

ため、珀彫台日本の産業革命遺産」協議会及び産業遺産国民会議で策定した8県 11市のガ

イダンス施設整備のための「インタープリテーション戦略※」に基づく共通展示をべースとした

本格的な展示にりニューアルすることで受入れ態勢を整備する。

※インタープリテーション:遺産価値等を分かりやすく来訪者に伝えること。平成 27年の世界

遺産登録時に世界遺産委員会から、資産価値等を来訪者へ適切に伝える戦略を策定するよ

う勧告がなされたことから内閣官房を中心に「インタープリテーション戦略」を策定している。

項

総務管理費

目

22

世界遺産
推進費

番号

2-1

事

【補助】

世界遺産保存整備事業費

「明治日本の産業革命遺産」

業 名 予算額

2 事業内容

(1)端島炭坑跡護岸実施設計 147,000 千円

令和3年度に実施した端島炭坑跡護岸整備検討に係る現況調査及び基本設計を基に、

端島炭坑跡護岸遺構整備のための実施設計を行う。

ア端島炭坑護岸防護のための事業計画

千円

152,000

区分

R2年度

【調査検討等】

・端島護岸の
作用波力及
び越波浸水・
排水過程に
関する検討

内容

R3年度

【現況調査】

【基本設ヨ打

・海中空洞部含む護
岸現況調査
・ボーリング調査
・キ董造形式の検討
・護岸の現況測量
・全体整備費の算出

R4年度

【実施設三打

・護岸防護設計(海側施工、陸
側施工)

■勗台期に築造した石積護岸
が露出した箇所の護岸防護
三妾き十

・海中空洞部充填箇所の設計

R5~9年度
(予定)

【整備工事】

・5ケ年で護岸
金延長L
1,150mの防護
整備工事を実



5,000 千円(2)ガイダンス施設整備

「明治日本の産業革命遺産製鉄・製鋼、造船、石炭産業」(8県 11 市、23 構成資産)

の価値等を伝えるガイダンス施設を各都市が設置しており、長崎市におけるガイダンス

施設と位置付けているグラバー園内の旧三菱第2ドックハウスの世界遺産展示をりニユ

ーアルする。

ア事業計画令和4年度:実施設計

令和5年度:整備工事

イ世界遺産「明治日本の産業革命遺産」ガイダンス施設の位置付け

旧三菱第2ドックハウスはグラバー園の高台に立地し、長崎港の対岸に位置する三

菱長崎造船所のジャイアント・カンチレバークレーンや第三船渠等の構成資産との位置

関係を把握できるだけでなく、グラバーと三菱長崎造船所との関係性や明治時代に海外

との交易の場として栄えた往時の長崎港の雰囲気を肌で感じることが出来る場所である

ことから、明治日本の産業革命遺産の長崎エリアの中核的なガイダンス施設と位置付

けている。

3 財源内訳

事業名

①端島炭坑

跡護岸実施

そ受升

事業費

②ガイダンス

施設整備

゛

千円

147,000

'

国庫支出金

千円※1

49,000

※1 社会資本整備総合交付金海岸環境整備事業補助率1/3

※2 地方創生推進交付金充当率50%

※3 過疎対策事業債充当率100%(交付税措置率70%)

※4 一般補助施設整備等事業債充当率90%(交付税措置率30%)

5,000

県支出金

財

152,000

※2

2,500

源

千円

地方債

内

干円※3

98,000

・尺

51,500

、

その他

※4

2,200

千円

一般財源

100,200

千円

300

300

2

暑
一
口合
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頁

132

133

款

予算説明書

2

総務費

項

概要

「明治日本の産業革命遺産」の構成資産のーつである門揣島炭坑」を、世界遺産及び国指定

史跡として将来に渡り適切に保存管理していくため、「史跡高島炭鉱跡整備基本計画及び高

島炭坑端島炭坑修復・公開活用計画」に基づき、平成30年度から令和9年度の10年間に渡

つて優先順位をつけて継続費として整備事業を行う。

総事業費 2,641,700千円(※平成30年度当初に継続費を設定)

総務管理費

目

22

世界遺産
推進費

2

番号
事

2-2

【補助】世界遺産保存

整備事業費

端島炭坑

業

平成30年度(2018)

名

年度

令和元年度(2019)

令和2年度(202の

令和3年度(2021)

予算額

令和4年度(2σ22)

令和5年度(2023)

令和6年度(2024)

千円

209,300

令和7年度(2025)

令和8年度(2026)

3

(1

事業費[千円]

令和9年度(2027)

令和4年度事業

)第3竪坑捲座跡整備工事及び監理 162,781 干円

令和3年度に実施した実施設計に基づき、令和4年度は、明治期の煉瓦構造物であ

り、世界遺産の価値に貢献する「第3竪坑捲座跡」が接しているRC造構造物(総合事

務所棟)の1階部分の補強工事及び脱落した煉瓦の補充等を行う。

ア構造煉瓦造2階建

イ建設年明治29年 a896年)

フ,400

54,700

42,300

102,200

ウ整備計画

209,300

109,500

789,600

360,000

362,500

①調査

604,200

2,641,700

②基本設計

③実施設計

④保全工事

令和元年度

令和2年度

令和3年度

令和4~5年度【予定】

5

一
=
巨合



28,818 干円(2)入坑桟橋保存整備のための基本設計及ぴ監理

平成 28年度に仮設補強をしている入坑桟橋の現況を把握するために、令和3年度

に行った測量(構造部等図面作成)、破損・劣化状況など詳細調査結果を基に、保全

工事に向けた基本設計を行う。

ア構造鉄筋コンクリート造2階建

イ建設年昭和17年(1942年)

ウ整備計画

(3)貯炭べルトコンベア現況調査

構造物の現況を把握するために、破損・劣化状況など詳細調査を行う。

ア構造支柱8か所、鉄筋コンクリート造

イ建設年昭和12年頃(1937年)

①調査

②基本設計

4 財源内訳

令和、3年度

事

令和4年度【予定】

業 費

千円

209β00

J

※1

※2

※3

国庫支出金

※1

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金補助率ν2

指定文化財保存整備事業補助金補助率国庫補助金を除く2/5以内

過疎対策事業債充当率100%(交付税措置率 70%)

'

干円

104,650

県支出金

※2

財 源

17,701 千円

干円

150

地方債

※3

内 ・尺

千円

104,500

その他

千円

一般財源

千円

6



【H3の石積カルテ作成
【R刀石積変位計測調査
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工
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【凡伊n

緑色:擁壁'構事業
赤字生産施設遺構事業

青字・居住施設'構事業
黒字:その他事業

製缶場

【H30~】定点カメラによる資産のモニタリング調

提纎櫨工

工作課工
餓冶工

ル/

竪坑

舷除入吼、

【R2~5】第3竪坑捲座跡
【R3~田入坑桟(検身所)

総合畢務所
鑑長室他

ノヘアー出口

【R6~】3号棟:景観形成に貢献しかつ代表的な居住
施設遺構であり劣化度から補修の延命効果を見込む

レール

務所

会 所
IF電気
をF亭蒋所

IF口^一室

1戸入坑

織合務所
IF安全灯

浴場
IF住員

'ネル

^'

26

溜庭水道取込口

第3臥六捲座跡

筑之竪

櫓基礎/

児杢公園

明治期の生産施設遺構

鉱員の入出坑をイメージできる遺構

^'

入坑桟構
検身所

3竪坑

昇

^

居住施設エリ

入坑桟橘(検身F励

^

1訊クレーン台座

^.●^

●ヲ'

48

端島

3号棟

0

ト

座

ブロワ

嵩ポポンゴ

【R7~】1号棟:労使協調で作業の安全を祈願した施
設であり産業景観形成にも貢献している遺構

【RI,フ】端炭坑跡遺構状況記録
【H30~】樹木等伐採

【R5~釘ドルシックナー、【R4~71貯炭べルトコンベア、【R8~1の
選炭、貯炭、積込という石炭運搬の流れが理解できる遺構

レール

リι$ーワイルター室

16

舶

トンネj

貴気倉庫

貯炭へルトコンヘ

石炭分析室
＼

込桟橋台

トコンペアー

計室

トンネルペルトコンベケ,ー

(島全体)

横坑

槙亀芦野台)

雲風機室

鮪4竪坑
舟礎

第4竪坑皿洞

第1竪坑捲座推定

ノ
第1竪坑推定

塩畦趣

"^

積ぺルトコンペアー

/込車務所

ドルシックナー

積込桟橋台

1号棟く端島神社
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圧

,水

座
清音

炭写、W竺1ジ

20tウレーン台座

【R6~9】第4竪坑、【R6~9】 、【R5~田第4竪坑捲座跡、
【R8~】変所、【R9~】圧気機室(大)、【R9~】圧気機室(小)、
【R9~】主要風機室、【R9~】第4竪坑風洞
地上部における石炭の採掘システムが理解できる遺構
(1T技術を活用した理解促進計画を検討)
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頁

132

133

款

予算説明害

2

総務費

項

1 概要

重要文化的景観「長崎市外海の石積集落景観」の重要な構成要素を適切に保存管理するため、所

有者が実施する整備事業に対する補助を行うもの。

総務管理費

県補助(14%)

362 千円

目

2 事業内容

(1)大平作業場跡整備事業 38,318 千円

民間が所有する重要文化的景観の重要な構成要素かつ市指定史跡である大平作業場跡整備事

業に対する補助

ア事業内容

イ補助金名称

ウ事業費内訳

22

世界遺産
推進費

番号

3-1

【補助】世界遺産保存整備事業

費補助金

「長崎と天草地方の潜伏キリシ

タン関連遺産」

事 業 名

大平作業場跡活用施設整備工事(Ⅱ期)、工事監理(Ⅱ期)

指定文化財等保存整備事業補助金補助率 82.5/100

総事業費 46,446 千円

(2)大平開墾地整備事業 5β76 千円

民間が所有する重要文化的景観の重要な構成要素である大平開墾地整備事業に対する補助

ア事業内容 大平開墾地段畑法面整備工事(Ⅱ期)、工事監理(Ⅱ期)

イ補助金名称 指定文化財等保存整備事業補助金補助率 82.5/100

ウ事業費内訳 総事業費 6,516 千円

予算額

補助

国補助(65%)県補助(14%)市補助(21%)

24,907 千円

千円

46,280

38318 千円 82.5%)所有者負担 8,128 千円a7.5%)

(3)石積み(ネリベイ)建物整備事業 2,586 千円

民間が所有する重要文化的景観の重要な構成要素である石積み建物の整備事業に対する補助

ア事業内容 修復工事

イ補助金名称 指定文化財等保存整備事業補助金補助率 82.5/100

ウ事業費内訳 総事業費 3,135 千円

5,365 千円

補

市補助(21%)

544千円

国補助(65%)県補助(14%)市補助(21%)

8

8,046 千円

3,4飾千円

5376 千円 82.5%)所有者負担 1,140 千円(17.5%)

752 干円

国補助(65%)

1,680 干円

1,129 千円

助 2586 千円(82.5%)所有者負担 549 千円(17.5%)



3 財源内訳

総事業費

①

予算計上額

②

〔",ー〕鄭

千円

56,097

※1 国宝重要文化財等保存・活用事業費補助補助率飾%

※2 指定文化財等保存整備事業補助率14%

※3 過疎対策事業債充当率100%(交付税措置率 70%)

千円

46,280

国庫支出金

※1

4 位置図

財源内訳

地方債県支出金

※3※2

千円千円

9,7006,479

千円

30,082

14%

一般財源

千円

円

事業者

負担額

1 一②

千円

9β17

21%

四
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5 整備活用イメージ

巨胃

大平作業場跡活用施設完成予想図(東側立面図)

上

大平作業場跡活用施設完成予想図(見学ブリッジから大平開墾地を望む)

大平開墾地活用イメージ(お茶摘み体験)
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頁

132

135

款

予算説明害

2

総務費

1 概要

平成30年に世界遺産に登録された「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構

成資産である「外海の出津集落」内にある出津教会堂は、国指定重要文化財及び国選定

重要文化的景観「長崎市外海の石積集落景観」の重要な構成要素であり、世界遺産観光・

巡礼を目的とした国内外の来訪者の多くが訪れる外海地区を代表する建造物である。

近隣の外海歴史民俗資料館、出地区駐車場にトイレが整備されているが、出津教会堂

においてトイレ利用者が多いことから、国内外の来訪者受入態勢整備の一環として、世

界遺産観光,巡礼で当該地区を訪問するインバウンドに対応した衛生的かつ利便性の高

いトイレを整備する。

2 事業内容

①トイレ整備 36,568 千円

トイレ新設にかかる設計業務委託及び整備工事を実施する。

出津教会堂境内地(長崎市西出津町)ア設置予定場所

イ事業期間令和4年度

1,032 千円②灯油倉庫移設補償費

トイレ新設に伴い、既存の灯油倉庫を移転するための補償費を支出する。

3 出津教会堂敷地内におけるトイレ設置の必要性

①出津教会堂訪問客におけるトイレ需要の高まり

平成 27年、西出津地区駐車場に出津教会堂訪問客用トイレを設置したが・、出津教会

堂までは約 50om 離れており、移動の途中には階段もあることから駐車場内のトイレの利

用が少ない状況である。

現状は、観光バスを利用した団体旅行の場合、外海歴史民俗資料館駐車場で下車し、

徒歩で出津教会堂へ訪れる人が全体の9割を超えている。また、訪問客は、高齢者が多

<、出津教会堂において 1時間程度滞在しており、出津教会でのトイレ利用者数が、年間

で約 10,000人程度あると推計している。

(2)安全安心・快適な訪問客用のトイレの必要性

現在、使用されている出津教会堂隣地のトイレは、教会隣地の階段下に設置されてお

り、多目的機能がなく非常に窮屈な構造になっており、高齢者や外国人等の訪問客にと

つて使い勝手が悪い状況である。世界遺産の構成資産へ訪問する方々が使いやすいよ

うに多目的機能を備えたトイレが必要である。

項

総務管理費

目

22

世界遺産
推進費

番号

4【1

事

【単独】世界遺産保存甍備
事業費
「長崎と天草地方の潜伏キ
リシタン関連遺産」

業 名

.

予算額

千円

37,600

11



(3)ポストコロナを見据えた来訪者受入環境の整備

コロナ禍の影響で、、訪問客数が大幅に減少している状況であるが、ポストコロナを見据

えて、令和4年度に設置工事を行うことで、訪問客数が従前レベルのまでの回復が想定

される令和5年度からの安全安心・快適な訪問客受入環境を整える必要がある。

4 財源内訳

事 業 費

※過疎対策事業債充当率100%(交付税措置率 70%)

千円

37,600

国庫支出金

千円

県支出金

財 源

千円

地方債※

内

千円

37,600

その他

千円

一般財源

千円

12

訳



潜伏キリシタンの墓地
(畑杭墓地)

潜伏キリシタンの墓地
(野中墓地)
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潜伏キリシタンが
信心具を継承した
住居跡

外海ふれあいセンター
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整備予定地周辺のトイレ設置状況

男性用小 2、大 1

女性用 2

多目的 1
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頁

230

231

予算説明書

款

1 概要

観光地域づくりの舵取り役としての役割を果たす観光地域づくり法人ΦMのにおいて、多様

な関係者と連携しながら、地域資源を活かした魅力づくりを行うとともに、観光客やMICEの誘

致・受入を推進し、地域経済の活性化につなげるもの。

7

商工費

項

商工費

目

2 令和4年度の取組み方針

(1)マーケティング

旅行消費行動の各段階(旅マエ、旅ナカ、旅アト)における検索情報や位置情報などの

ビッグデータとアンケート調査などの動向調査を組み合わせながら、国内、海外、ⅢCEな

どターゲットごとに把握、包括的に分析し、その結果を観光・MICE施策に反映させる。

(2)国内観光客誘致・受入

令和3年度に構築した「長崎市観光マスターブランド」を柱とし、長崎への訪問意向を

喚起ずるよう、,四季折々の長崎ならではの楽しみ方を紹介するシーズンプロモーションを

引き続き実施するとともに、コンテンッの充実と SNS や着地型観光パンフレットによる旅

マエ・旅ナカの情報発信により、訪問客の満足度向上と消費拡大を図る。

(3)インバウンド誘致

コロナ禍においては、引き続き、関係機関(゛NT0 旧本政府観光局)、九州観光推進機

構、長崎県観光連盟等)と連携しながら、デジタルプロモーションを中心に、コロナ収束

後の復活期(2024年以降見込み)に向けた訪日・長崎旅行の期待感の醸成に注力する。

(4)槻CE誘致・受入

剛0 が誘致段階から開催までワンストップで支援する窓口として、脚CE 開催地としての

魅力発信を行うとともに、長崎市、株式会社ながさき脚CE と連携し、長崎の魅力を高め、

セールス情報を共有しながら、長崎市全体への誘致を推進する。

また、まち脚CEプロジェクトにおいては、引き続き、ユニークベニューや体験型コンテ

ンッ等の魅力発信と主催者への具体的な提案を行い、脚CEの開催を支援するとともに、参

加者による周遊・滞在の促進と消費拡大へ繋げる。

4

観光費

番号

1 -2

事 業

観光地域づくり推進費

名 予算額

.

゛

千円

175,065

15



3 事業内容

(1)委託先一社団法人長崎国際観光コンベンション協会

(平成30年3月30日酬0法人(観光地域づくり法人)に登録)

(2)マーケティング 18,415 千円

ア観光動向調査 17,215 千円

(ア)包括的マーケティングリサーチ 15,015 千円

マーケティング活動の中で発生する課題(企画・実行・効果検証)に対し、観光客、

MICE参加者・主催者、市民、事業者を対象とした調査やビッグデータの収集など、様々

な手法を用いて幅広く調査・分析を行う。

a 市場調査

.ブランド調査(ブランド認知度・想起率、シーズンプロモーション効果測定等)

.コンテンツ・ターゲット調査(仰上サステナブルツーリズム、重点ターゲット等)
●ソーシャルリスニング調査

b 来訪者調査(位置情報データ、アンケートによる観光動向調査)

C 川CE調査(インセンティブツァー市場動向、参加者・主催者調査)

d 事業者調査(観光・MICE関連事業者調査、受入水準調査)

e 市民調査(おもてなし、観光・MICE参加意向調査)

f マンスリーレポート等の発行

Ⅱ
,...

カテゴ1J-

罰内外

旅行先としτΦ降知

MICE

塊マエ

寧巣者

市艮

染訪艶向
検素行動

旅行先Φ換討

..

5 MICE市場U向告凋n

卑

イベント実施に伴う調査・分析

2023長崎ランタンフェスティバル

(ウ)秋期・春期国道交通量・発地調査

長崎市への自動車入込台数及び発地調査

動向鋼告

ICE゛加毎111逃

ICE十依占鋼口

7挙紫冉倶訂

妥入水H1煽口

市Nアンケート円青

」1モハノル窒闇・鯱

コマノスリレムト・ア_コア」レ

1,900 千円

(集客数調査、経済効果調査)

ウチコミ、情報共有.拡散

300千円

目
1
目
目



1,200 千円イワークショップ・ラボ

市内事業者及び市民に向けて、DM0 が取り組む事業への理解を深めてもらうためのセ

ミナーや、事業者同士の横の交流、事業者の課題解決などのための参加型ワークシヨツ

プを行い、受入強化や市内ネットワークの強化を図ることで、観光地マーケティング'
マネジメントを行っていく。(年4回実施)

(3)国内観光客誘致

アデジタルプロモーション

個人観光客の長崎市への訪問意向を喚起するよう、

方を紹介するデジタルプロモーションを実施する。

北部九州、広島、岡山、大阪、東京のエリア在住のターゲットごとに対応するコンテ

ンッを、GoogleやSNSなど、それぞれのターゲットに親和性の高い広告媒体で露出する

ことで、効果的なプロモーションを実施する。

知識層
ジエネレーションZ富裕層

(クリ1イティブクラス)

25~35歳の芸術、観学士号・博士号を持っ 18~27歳の長崎市、観光、旅行に興

光、グルメ、歴史、ライフ 30歳以上で、観光、高味関心を持っ方

スタイルなどに興味関心を級ホテル、旅行に興味関

持っ世帯年収500万円心を持っ世帯年収

1,500万円以上の方以上の方

●コンテンツ特設ページ、VVEB広告制作

令和 3年度に構築したブランドコンセプトを核とした世界新三大夜景、2 つの世界遺産、魚

(特にフグ)を中心としたグルメ、長崎のもざき恐竜パーク、暮らすように旅する歴史・文化・自

然体験などを紹介する特設ページの制作

.検索連動広告、ディスプレイ広告出稿(Google、Yahoo!)

インスタグラムフエイスブックGoogleディスプレイ広告広告媒体

夜景、都市景観、カフエ、スイーツ、昭和歴史、文化散策、ガスト高級な食・食材、現地で

レトロ、バワースボット等ロノミー(食事と文化のしか味わえない口ーカル食

関係の考察)等の食文材、クルーズ体験、ミシユ

化、ワーケーション等 ラン等

ターゲツト層

年齢、'性別等の

基礎情報に加

え、関心事や行

動履歴から、ユ

ーザーを選定

デジタル広告

駒,872 千円

24,200 千円

四季折々の長崎ならではの楽しみ

観光コンテンツ

牛寺三妾ページイメー

ジ



プロモーション実施イメージ

チステイネーシヨンキヤンペーン
..

住りア)

・大都市周

・福岡

・広島、岡山

■■尋季尊■■■■■■■■

メイン

ターグ、ント

.

下段→▲和4年度当初予

2022年

ポストコロナ
.

開

ブロモーシヨン

ンテンツワンストリベージ

キャン<ーン誇企画,造成

■宅■
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シーズ^
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:上段→令和3年度補正予(ボストコロナ・経済対策):
゛■ヨ■■酉■唾■■■葛■血血■■巨■■■■■■埴■■邑■■■■■■■■'.柱..■●

ホストコロナ新幹譲1田菜'、き鴛フロモーシ

SNS広告

GO0 IC・Y臼floo!.判,広ヨ.

新幹鞭主要駅交剃広告

ブカモーシヨン
チ多タル広中0
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(ターゲット)

・クリエイティブクラス
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(1リア)

.大都市
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通年でのキービジユアル
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イ WEBサイト保守・管理

(ア)既存サイトの保守・管理

(イ)体験予約・決済サイト運用
旅マエの段階で市内の体験商品の予約

用する。

2,釘2 千円ウ SNS (オウンドメディア)による情報発信

令和 3年度から運用開始した SNs rtravel_"a部Sakij (主:1船tagram (日.英)、

冨1上 Faoebook)による情報発信を継続し、旅マエ・旅ナカにおげる「グルメ」「観光」

「イベント」等の情報を定期的に発信することで、訪問客の増加と周遊を促す。

デジタル広告とも連携するなど、効果的・効率的な情報発信を行う。

エコンテンツメニューの強化

(ア)サステナブルツーリズムの促進 4,400 千円

既存のコンテンッの高付加価値化やSDGSなど新たな切り口を加え、見せ方を工夫す

る二とで、UNWTO (世界観光機関)や JNTO.で取組みを強化しているサステナブルツー

リズム(地域の「環境」「文化」「経済」を守り・育み、持続可能な観光まちづくり

を実現する)に取り組む。

【実施内容】

・企画設計

・マスターブランドに即したコンテンッのツーリズム化、スタイル造成

・ターゲットに即したコンテンツの高付加価値化

5,706 千円

能2千円

決済ができるサイト(アソビュー)を運

6,388 干円

(イ)旅ナカ予約体験コンテ・ンツ造成 3,300千円

体験コンテンッは磨き上げ・拡充を随時行っているが、数日前までの予約が・必要な

メニューが多く、旅ナカの情報発信から予約までをとりこぼすケースがあった。、

そこで、予約不要又は当日予約可能、最小催行人数 1 名~など対応の幅を広げるこ

とで、旅ナカでの行動変容にも対応可能となり、滞在時間と消費の拡大を図る。

また、これまでよりもフレキシブルなコンテンツメニューとして、BtoBセールス(旅

行会社、ランドオペレーター、民間企業研修、修学旅行、・MICE等)にも活用していく。

【実施内容】

・事業者意向調査及び企画設計(コンテンツ評価)

・コンテンッタリフ(営業シート)作成

・プロモーションツール作成

'

.

フ,700 千円

オ着地型観光パンフレット作成

令和3年度に情報を刷新した長崎市観光マップ(日本語

簡体語・韓国語版のデータを制作する。

力 誘客ポスター及びイベントポスター・パンフレット作成 5,7部千円

観光ボスター及ぴ主要イベントのプロモーション用ボスターを作成する。

4,517 千円

英語)の印刷及び繁体語
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キ修学旅行誘致

(ア)セールスツール、動画制作

(イ)修学旅行ナビ本作成

クハンフレット等発送 2,240千円

各種パンフレツト及びポスターの関係各所への周知や観光客への発送・在庫管理等を
行う

ケ セールス等旅費

国内及ぴ修学旅行のセールスを行う

(4)インバウンド誘致 2,168 千円

コロナ禍における渡航制限のため、インバウンドの需要が見込めない状況であることか

ら、関係機関(゛NTO、九州観光推進機構、長崎県観光連盟等)と連携しながら、ターゲッ

トとする国・地域を見極めっつ、訪日(長崎)観光への訴求力を高める取組みを引き続き
行う。

現在D柵単独で運用している多言語W印サイトを見直し、長崎県観光連盟が運営する観
光サイト「DISCOV肌 NAGASAKI」(全国 4 位の閲数)とぺージ連携することで、より多
くの方への発信が可能となる。

なお、これまで 10言語(英語・韓国語・繁体語・簡体語・フランス語・スペイン語.オ

ランダ語・イタリア語・ベトナム語・タイ語)であったものを、ターゲット市場である東
アジアを中心とした4言語(英語・韓国語・繁体語・簡体語)に絞って移行する。

また、連盟のプラットフォームを活用し、台湾の最大手訪日W郎メディア「樂吃購(ラ
ーチーゴー)」において台湾向けプロモーションを実施しており、引き続き、ターゲット
を絞って共同プロモーションを実施する。

2,420 千円

1,巧0 千円

3,570 千円

2,800 千円

典吃隣旧本
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5,175 干円5)脚Cモ誘致・受入

DM0が、長崎市及び株式会社ながさき脚CEと連携し、細CE開催地として長崎の魅力を高
め、セールス情報を共有しながら、長崎市全体への誘致を促進する。また、川CE開催によ

る効果をまち全体に波及させる「まち MICE」の取組みにっいて、これまで作成したユニー

クベニューや体験プログラムのガイドブック等を活用し、MICE主催者へ具体的に提案する

ことで、川CE参加者をまちなかに呼び込み、滞在時間と消費の拡大にっなげる

ア商談会参加、首都圏セールスに係る旅費等 2,566 千円

幻0千円イキーパーソン受入れに係る経費

809 千円ウ゛CCB豪、1CCA※年会費等

エユニークベニュー等ガイドブック・チラシ作成 630千円

300千円オ国際会議主催者向けプロモーション動画の更新

※ JCCB・一日本コングレス・コンベンション・ビューロー

※ ICCA・一国際会議協会

^^.,.^^.
^^^

^澤.,.ー..
^^^"ー

屡濫萄^階'
^
●^^

響点^
^^就

(6)観光地域づくり推進事に係る人件・管理費

区二L^

4
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財源内訳

89.435 干円

■

訳
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千円
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※地方創生推進交付金
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5 事業実施の必要性とその効果

(1)必要性

新型コロナウィルス感染症の世界的な拡大により、旅行形態や安全・安心に対する考え

方が大きく変化している。そのような中、交流人口の拡大による地方創生を実現するため

には、DM0が観光地域づくりの舵取り役を担い、旅行者のマーケットに柔軟かっ的確に対応

するとともに、地域の多様な関係者と連携して観光客やMICEの誘致・受入を推進し、地域
経済の活性化につなげる必要がある。

(2)効果

ア継続したデータ収集・分析等により、訪問客の二ーズを客観的に把握することで、コ

ロナ禍における事業計画を適宜見直しながら戦略的な事業実施が可能となる。

イ多様な関係者と戦略を共有し、効果的なプロモーション・セールスを実施することで、

訪問客の観光消費を促すとともに、域内調達率を高め、経済効果を地域に波及すること
ができる。

ウ DM0が観光地域づくりの舵取り役を担うことで、観光地域づくりを継続的かっ効果的に
実施することができる。
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《参考》

令和3年度にDM0 において、長崎市が誇る「歴史・文化」を中心に、「食」、「海」、

「平和」など普遍的な価値を象徴し、国内、インバウンド、川CE、修学旅行全ての誘客プ

ロモーションに活用していく「観光マスタープランド」の構築に取組んできた。

構築にあたっては、長崎市観光マスターブランド検討委員会を3回開催するとともに、

市民ワークショップの開催や、訪問客、市民及び市内事業者を対象とした二ーズ調査と受

容調査を行うなど検討を重ねてきた。

今後は、構築したブランドを柱とし、一貫性を持って、長崎市への訪問意欲を喚起する

プロモーションを実施していく

マス ーブーンドの

ユーザー視点の一貫性を整える観光コミュニーケーションの軸

長崎市観光ブランドコンセフトスローカン、ロゴマーク
(観光における)アイデンティティルーツパーソナリティ

^

誘客フ゜ロモーションフレース

長崎市の観光しに行きたいと思わせる言葉や施策

市外の人が「そんな魅力があるなら行ってみたい」と思う

暮らしのそぱに、ほら世界。全推竺
体は仮)、オリヅナルフ*ントを作成予定

観光誘客プロモーション/フレーズ

長崎で、会いましょう。

訪問客・ファン(りピーター)の褐行きたくなる気づき他にない魅力の発信

"臭●臭'晶罵1

ブランドスローカ

長崎市の普遍的な観光の魅力を包括する言葉

長崎市民が「そうそう、長崎市ってそういう街だよね」と思、う

市外の人が「へえ、長崎市って、そういう街なんだ」と思う

ぶ
れ
な
い
発
信

イ
メ
ー
ジ
の
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解
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●ブーンドコンセプトの

<スローガン>

暮らしのそぱに、ほら世界。

長崎市にもともとある文化のすぐそぱに世界の

文物が混じり合った建物や習慣があり、地理的要

因だけにとどまらない、あらゆる距離の近さがあ

る街を表している

<ロゴマーク>

下部に「港・海・海流」を表すボーダー、上部に夜景の美しい「稲佐山・風頭山.鍋

冠山」の斜面にあふれる街並み、それらに挟まれるようにこの特徴ある地形から生まれ

た「和・華,蘭文化」をつないで融合した長崎特有の文化を表現している。

'^
^

M 晶 0 轟季具賦,

●プロモーションフレーズの

長崎で、会いましょう。

DM0において、以下の5つの視点で、長崎を訪問するきっかけをつくるプロモーショ

レーズを選定した。

①共感性の高いもの

②長く使え、飽きられないもの=価値訴求の蓄積が可能なもの(X消費)

③長崎の重層的で多様性のある世界感を様々な形で伝えることができるもの

4 長崎が国と国、文化と文化を繋いだ出会いの街である本質を捉えたもの

5 「行かないと出会えないりアル」の楽しさを伝えるもの

との近

が詫んで建・

食

がもたらした

文化

近さ

蝉ホの

單1七,廿る

MICE

と山の折

が生ん

誤色

彦とら

迩らえる

SDGS
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頁

230

231

予算説明書

款

1 概要

出島メッセ長崎を中心としたⅢCE 誘致を強化するとともに、MICE 開催の効果を最大化す

るため、主催者や参加者による消費を促し、地域経済の活性化を図ることを目的とする。

DM0及ぴ出島メッセ長崎の施設運営者である(株)ながさきMICE と密に連携しながら、経

済効果が大きく、都市ブランドの向上に寄与する政府系会議(G7等をいう。以下同じ)、国

際会議等を誘致する。

2 事業内容

1,637 千円(1)脚CE誘致・セールス活動等

982 千円アセールス旅費等

政府系会議・国際会議等の誘致'セールスに係る旅費等(延べ14人)

521 千円イキーパーソン招鴫

ⅢCE主催者等キーパーソンの市内視察に係る費用弁償、食糧費等(延べ6人)

134 千円ウ情報収集・研修に係る旅費等

日本政府観光局や観光庁が開催する会議参加等に係る旅費・出席負担金(延べ2人)

(2)その他事務費(タクシー借上料、一般消耗品費等) 385 千円

7

商工費

項

商工費

目

4

観光費

番号

1-3

事 業

M ICE推進費

名 予算額

3

.

財源内訳

事業費

.

千円

2,022

千円

2,022

4 事業実施の必要性とその効果

(1)必要性

政府系会議、国際会議等の誘致にあたっては、地元自治体及び国の閲わりが必要不可欠で

あることから、 DM0及ぴ(株)ながさき朧CEと連携しながら、誘致に取り組む必要がある。

(2)効果

政府系会議、国際会議等は、国内外から多くの訪問客を呼び込むとともに、小規模でも開

催期間が長いことから経済波及効果が高く、長崎市の都市ブランド向上にもつながる。また、

ⅢCE開催に伴い発生する多様な業務を市内事業者が受注することで、地域経済の活性化を図

ることができる。

国庫支出金

千円

県支出金

財 源

千円

地方債

内

千円

・尺

その他

干円

一般財源

千円

2,022
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5 MICE誘致・受入関連予算

関係機関

長崎市

酬0

政府系会議、国際会議等の誘致を行う。

市役所内の各部局の業務や関係団体に

関連した大会、会議等の誘致を行う。

(株)ながさき

朧CE

・長崎市全体へのⅢCE誘致・受入の中心

的役割を担う。

・MICE をまち全体で受け入れられるよう

受入態勢の充実を図る。

役割等

【参考①】G7関係閣僚会合誘致の状況

「G7 関係閣僚会合」は主要フケ国及ぴ EU(欧州連合)の担当大臣が一堂に会し、その分野に

おける国際的な課題について議論する場で、Gフサミッ.ト(主要国首脳会議)に連動して開催さ

れている。国内の開催地は、令和4年6月にドイツで開催される Gフサミットまでに決定する方

針が示されている。

長崎県と長崎市は令和5年に日本で開催される「G7関係閣僚会合」の誘致に取り組むことと

し、令和3年12月22日に外務省に対して誘致を希望することを表明している。

G7関係閣僚会合の誘致にあたっては、長崎県・長崎市が一体となり、地元経済界、大学などの

関係機関と連携し、オール長崎で誘致を進めていきたいと考えている。

出島メッセ長崎の施設運営者として、

施設の維持管理業務及ぴ運営・MICE誘

致業務を行う。

M匹E推^

(2,022 千円)

関連事業・予算額

観光地域づくり推進費(事業

費)

(175,065 千円)

コンベンション開催費補助金

(12,500 千円)

令和3年10月 1日

想定時期

令和3年12月22日

(株)ながさき MICEの維持管

理費及び運営・MICE誘致業務

費にて対応

令和4年1~3月頃

令和4年春頃

令和4年6月~

●外務省より自治体へ希望調査の実施に係る通知

令和4年夏頃

(開催1年前)

0外務省に連絡を入れた上で、誘致計画案概要及び調査項目票の提出

●外務省、警察庁による現地視察

令和4年夏頃~

令和5年春~夏頃

想定手続・取組み等(●:国、省庁 0.自治体)

0知事、市長等による外務大臣等への要望

●サミット開催地の決定

●関係閣僚会合開催地の決定

令和5年春~夏頃

【今後の想定スケジュール】

※開催地に決定した場合は、別途補正予算を計上することを予定してぃる。

0事務局の立ち上げ

0 (仮称)Gフサミット関係閣僚会合推進協議会の立ち上げ

●0開催に向けた準備、調整、広報、機運醸成等

●関係閣僚会合の開催
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【参考②】出島メッセ長崎の運営状況等

誘致状況

開業。後1年間の誘致状況(令和3年11月~令和4年10月)【11、 12月は実績値】

種別

学会

目標利用者数

一般会議

イベント

展示

50,800 入

利用想定人数※
達成率

※利用想定人数・一決定・内定及ぴ日程調整中の案件について、主催者の参加見込人数から算出

合計

155,500 人

2 開催実績(令和3年11月~12月)

※開催実績につぃては主催者確認中の催事もあり、今後変更になる場合があります。

(1)催事種別の件数及び参加人員

R3.11.12時点

404,000 人

約 28.2 千人

約 56%

610,300 人

^

利用想定人数※
達成率

約 65.3 千人

約 42%

催事種別

一般会議等

2.10時点R4

約 522.5 千人

約 129%

展示・イベント等

゛

学会

約 616.0 千人

約 101%

約 21.2 千人

約 42%

(2)人数規模別の件数及ぴ参加人員

総計

件数(件)

約 68.2 千人

約叫%

件数

約 538.2 千人

約 133%

100人未満

318

人数規模別

100人以上300人未満

割合(%)

約 627.6 千人

約 103%

300人以上500人未満

19

500人以上~1,000人未満

11

348

1,000人以上~2,000人未満

2,000人以上

91.4%

5.側

人数(人)

件数(件)

3.2%

100.0%

参加人員

総計

15,846

件数

96,能5

292

割合(%)

3,115

割合(%)

115,646

31

7

83.9%

13.フ%

5

83.酬

7

8.畔

人数(人)

348

2.0%

2.フ%

100.0%

参加

1.7佑

1.醐

人員

割合(%)

4,676

2.0%

5,047

100.酬

27

2,598

3,933

6,238

93,巧4

115,646

4.側

4.4%

2.2%

3.4%

5.嶋

80.6%

100.酬



,

.

(3)催事規模別の件数及び参加人員

催事規模別

県外

県内

市内

件数(件)

総計

( 4 )

ア

出島メッセ長崎で開催された主な催事(令和3年11月~12月)

学会等

・第118回日本消化器病学会九州支部例会・第112回日本消化器内視鏡学会九州支
部例会

・第 13 回日本 Aoute care sur"ery

・第20回日本先進糖尿病治療研究会/第18回1型糖尿病研究会

・令和3年度鐘韻会

・第80回九州内視鏡技師研究会

件数

47

割合(%)

刀

224

348

13.醐

22.1%

イー般会議等

・一般社団法人全国スーパーマーケット協会第7回全国大会長崎大会

・国際口ータリー第2740地区 2021-2022年度地区大会

・第二種電気工事士技能試験

・2021長崎県中小企業家同友会第.27回経営フォーラム in 出島

・海洋教育フォーラム

人数(人)

64.胤

100.0%

参加人員

17,264

95,3価

割合(%)

3,017

115,646

ウ展示・イベント等

・ DE゛1MA 博

・クリスマスワイヤーマルシェ 2021

・長崎 MICE EXPO

・水産加工振興祭

・ BLAZE UP NAGASAK1 2021

14.鰐

82.醐

2.研

100.0%

( 5 )

ア

まん延防止等重点措置期間中の状況(令和4年2月3日現在)

開催された催事

看護師、介護福祉士等の資格試験、企業の会議等 58件

キャンセルになった催事

キャンセル数件数・35件/当初予約件数93件キャンセル率 37.6%

人数 2,640 人/当初参加者数 13,000人キャンセル率 20.3%

キャンセル料未徴取(試算額:3,365千円)

イ
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3 運営状況

(1)出島メッセ長崎の収入・利用状況等

開業した 11月と 12月の催事が順調に開催され、施設の収入は見込みを上回ってい

る。

11月、12月の2か月間の収入は、事業者提案の 11月~3月の5か月間の収入を超

えており、令和3年度にっいては、まん延防止等重点措置期間中のキャンセルの影響に
よる長崎市からの補填はない状況である。

ア収支計画と実績(令和3年11月1日~令和4年1月31日)

収入

(ホール・

会議室)

利用料金収入

収入

偶主車場)

項目

附属設備利用料収入

その他収入

イホール・会議室の稼働率(稼働日数÷開館日数)

R3年11月~R4年3月

利用料金収入

イベント・展示ホール

・十

コンベンションホール

.

^言義^

言十画

ウ駐車場の利用台数

59,00

R3年11月~R4年1月

R3年11月

14,90

1日平均利用台数

利用台数

(2)駐車場の社会実験

ア社会実験概要

(ア)目的

出島メッセ長崎の駐車場において、出島メッセ長崎駐車場の利便性の向上を図

り、今後の料金設定の参考とするため、社会実験を実施するもの。

1,700

62.1%

75,600

65.5%

実績

(千円)

R3年12月

60.3%

35,000

R3年11月

89,453

50,0%

44.8%

21,137

(イ)当初期間

変更期間

R4年1月

36.0%

4,134

1 1 1,489

899

137.8

R3年12月

11.8%

13,193

47.1%

3か月平均

43.0%

令和4年1月1日(土)~令和4年2月13日(日)の土日祝日

令和4年1月1日(土)~令和4年6月26日(日)の土日祝日

3,085

R4年1月

99.5

41.3%

52.4%

46.4%

2,670

3か月平均

86.1

(台)

3,296

107.8
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(ウ)料金 土日祝日・特定日の1時間の料金を600円から

現行

土日祝日

特定日

基本料金

延長料金

最大料金

基本料金

延長料金

最大料金

平日

イ期間変更の理由

当初の社会実験実施期間がまん延防止等重点措置期間と重なり、一定見込んでい
た駐車場の利用が少ない状況となっていることから、春先に予定されている大型の

催事等での利用の状況や、道路混雑の状況を見ながら料金設定を検討したいとの提
案を指定管理者から受けたため。

最初の1時間

20分毎

1日あたり

最初の1時間

20分毎

1日あたり

運営上の意見・対応

)主催者・参加者の意見とその対応

11月から 12月に開催した催事の主催者及び参加者に満足度アンケートを行った結

果、ともに80%以上の方から大変満足・満足との評価を受けナニ。

一方、主催者アンケートにおいて不満足という回答が6%あり、主な意見として、施
設への問い合わせ等での電話対応がスムーズではなかった、設備の不具合によりりハ

ーサルが満足に行えなかった、スタッフから施設利用方法の説明が正確ではなかった

等が挙げられ、開業して間もないスタッフの不慣れな対応が原因となっている。これを
改善するため、鵠ながさきM ICE、繍コングレ、日本管財欄、長崎市により構成する
「お客様サービス向上委員会」を設置し、現在サービス向上を図る取組みを進めてい
る

390円にする。

社会実験

390 円600円

200円

なし

390円

130円

1,500円

130円

なし

主催者

普通

13%

不満足

6%

満足

47%

大変満足

34%

参加者

満足及び大満足

81%

やや不満足

1%

普通7%

不満足

0%

満足

49%

大変満足

43%

満足及び大満足

92%



5 まちMICEプロジェクトの取組み状況
(目的及び事業概要)

MICE開催を契機として、まちの中に人を呼び込み、滞在時間と消費の拡大にっなげ、MICE開催による効果をまち全体に波及させることを目指す。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1 ユニークベニユー、エクスカーシヨン、 1
1 飲食、宿泊、お土産はDM0が主体 1
1となり進めていく。 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

ずーーーーーーーーーーーー、

ユニークベニューガイド

R2:18商品(冊子)

R3:20商品(2商品追加)
◆ユニークベニューモデルプラン
R3.6商品(チラシ)
13商品冊子作成)

^^^^^^^^^^^^^^

r-

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

エクスカーシヨン(体験コンテンツ)ト
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

◆体験コンテンツカタログ

R之30商品(冊子)
R3:お商品(3商品追加)
◆エクスカーションおすすめプラン
R3.12商品(チラシ)

翻赴翻

サ,{ートサービス
①看板・懸垂幕リ{ツクパ才、ル
②展示小間・ボスターパネル
③電気工事
④機材・備品・什器・サービス関係
⑤設営・撤去サービス
⑥要員サービス
⑦W[B配信サービス
⑧インターネット関係
⑨お弁当・ケータリング
⑩清掃

◆観光マップ
R2'りニューアル

主催者

胎実績 120名個、ルフ、夜景観賞)
・128団体に対してプランを提案 1

1 ・主催者内覧の際に配付俳加,000人)1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

長崎市内MICE施設

出島メッセ長崎

飲食

匪丑ミ
菖際

^

(R3実ネ寛14社523万円)

^タに.i

の

(R3実§責酔士1,602万円)

その他のMICE施設

・ブリックホール、大学、市内ホテルなど

25 士

◆飲食店情報システム

140店舗(うち、特典61店舗)
サービスカタログ

R2 6店舗

ートーピス:6士

(R3実ネ貴延べ16人)

開業前に運営サポーター研修を実施
開業記念式典や学会等で運営サボータとして参加

.

.

、'サ

ガドブ・・カロ、DMO

・プランニンクガイド(R2)
・ユニークベニューガイド(R2)

・体験コンテンッカタロク(R2)
・サービスカタログ(R2)
・観光マップ(R2)
・コンベンション・宿泊施設ガイド(R3)

・青字・・・R2実施
・赤字・-R3実施

,緑字・・・今後予定

◆駅周辺飲食店MAPの作成

(駅前商店街のTeam Naaasakisafety
加盟店32店舗を掲載予定
◆中華街MAPの作成案)

52人

最初の晩餐

◆コンベンション・宿泊施設ガイドブック

R3:りニューアル(47施設、2フホテル)

※令和3年10月より出島メッセ長崎のMICE開催情報を毎月メール送付

◆飲食店情報システム最初.晩餐
140店舗(うち、特典61店舗)
◆サービスカタログ

R2.6店舗

＼

◆二次会MAPの作成案

◆商店街、ハーテンダー協会等との連
携(案

◆料亭プランの作成(案

^^^^^^^^^

1 お土産トーーーーーー'广一ーーーー
^^^^^^^^ 1

1 ◆飲食店情報システム 最初のE免餐 1
1 33店舗
◆サービスカタログ

R之10店舗

1陥実績・128団体に対してシステムを紹介 1
1 ・主催者内覧の際に配付(約1,000人)
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

<DM0取組み方針>

飲食店情報システム「最初の晩餐」に、
主催者の二ーズに対応できるよう、エリ
アやカテゴリーなど各項目ごとにMAPが

出力できる機能を追加する。硫氏・デジタ
ル両方に対応)

また、利用実績を把握できるよう検討
する。

^
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出島メッセ長崎令和3年Ⅱ~12月刑用実績(速報値)

デジマ博

クリスマスマルシェ21

長崎MICE EXPO

水産加工振興祭

催事名称

BLAZE UP NAGA$AK12021

フジオカTOYOTA車展示販売会

ながさきICTフェア2021

第Ⅱ8回臼本消化器病学会九州支部例会

化器内視鏡学会九州支部例会

風に向かって立つ

クジラつてどんな生き物?~クジラや魚は火切な水産資源
^

TREASURE'21第3回長崎県バスケットボール棚会3X

3GAME$

株式会社長崎国際テレピ

出島メツセ長崎・ヒルトン長崎・長崎放送合同記念式典市民開放

株式会社ながさきMICE (株式会社コングレ)

第13回日本Acute care sU婚ery

※主催者から公表可能の確認がとれた案件のみ掲載

株式会社ふくぉかファイナンシャルグループ

一般社団法人全国スーパーマーケット協会第7回全国大会

長崎大会

一般社団法人長崎県水産加工振興協会

第112回日本消

申込者名

株式会社長崎国際テレビ

国際口ータリー第2740地区 2021-2022年度地区大会

株式会社一広

第二種電気工事士技能試験

長崎県

出島メッセ長崎・ヒルトン長崎・長崎放送合同記念式典

2021浜屋冬の特選会

長崎県五島中央病院

第一種電気工事士技能試験

長崎大学熱帯医学研究所

2021長崎県中小企業家同友会

出島

公益社団法人日本水産資源保護椿会

一般社団法人全国スーパーマーケット協会第210回理事会

(CHν4)・ SMTS ・ DTS合同第2回実行委員会(CH3/4)

公益社団法人松園尚己記念財団

人数

長崎市

引退会見

28,500

第13回日本Aoute care sur三Bry学会学術集会事務局

長崎の「保育力」向上講演会~保育の質を向上させるため

の働きやすい職場づくり~

23,654

一般牡団法人全国スーパーマーケット協会

17,300

「絶対に考えないといけない ln NAGASAKI」~Bethe

ChaΠ宮巳~

第27回経営フォーラム m

国際口ータリー第2740地区 2020~2021年度ガバナー事翁所

12,500

田上市長の市政報告2021

株式会社全国試験運営センター福岡事務所

6β00

長崎開港450周年記念海洋教育フォーラム・~長崎から

世界へ、海でつながる長崎と世界~石黒鎮雄博士がつなぐ

英国と長崎

長崎市

2,200

株式会社浜屋百貨店

2,200

株式会社全国試験運営センター福岡事務所

第20回日本先進糖尿病治療研究会ノ第18回1型糖尿病研究会

1,620

長崎県中小企業家同友会

2022年度ひぐちグループ事業計画発表会 Q1月25印

1,300

2022妻闘勝矛リ!自治労九州地連青年女性春闘討論集会

一般社団法人全国スーパーマーケット協会

1,200

2022譽闘勝利!自治労九州地連青年女性春闘討論集会

長崎開港450周年記念連携事業

株式会社Vファーレン長崎

1,100

2022年度ひぐちグループ事業計画発表会 a1月22日)

長崎市こども部幼児課

1,018

807

一般社団法人長崎青年会議所

750

長崎地域力研究会

700

海洋教育フォーラム長崎地区実行委員会

585

「世界夜景サミット」

570

長崎大学

521

ひぐちグループ

428

株式会社日本旅行長崎支店

37フ

株式会社日本旅行長崎支店

一般社団法人夜景観光コンベンション・ビューロー

350

ひぐちグループ

350

315

32

300

270

266

264

230

217

217

210

210



開港5都市景観まちづくり会議2021長崎開港450周年記念

大会

S日νe Gunkenjlma展アート&シンポジウム

杉浦総師範幸座

長崎総合科学大学新技術創生研究所公開講演会

催事名称

V・ファーレン長崎スポンサーミーティング

長崎開港450周年記念講演会『キリシタンの時代の長崎に

おけるポルトガル人の存在」

第108回長崎整形外科懇話会長崎大学医学部整形外科同門

会総会

長崎サミット

株式会社福徳不動産社内合同説明会

長崎MICE誘致推進協議会

健康長寿日本一長崎県民会議

開港5都市景観まちづくり会謹2021長崎開港450周鼻記念大会実行委員会

ケータリング

株式会社ユニパーサルワーカーズ

令和3年度鐘韻会

個人名申込(己書)

九州ブロック看護管理者等政策セミナー

長崎総合科学大学

株式会社ピーンズフィルム撮影会

申込者名

株式会社Vファーレン長崎

ケータリング

53

長崎市

奄美市立朝日中学校修学旅行被爆体験者講話

株式会社シーエーシー長崎NBCオフィス開所式

長崎大学整形外科

DE」1MA1専控室②

長崎都市経営戦略推進会議

宿泊税説明会

株式会社福徳不動産

SDGS高校生サミットm長崎

一般社団法人長崎国際観光コンベンション協会

NTT GROUP COLLECTION 2021

長崎県国保・健康増進課

◆

人数

きものやまと成人式前撮り撮影会

株式会社ながさきMICE (株式会社コングレ)

5Gイベント

鐘韻会事務局

200

令和3年度長崎市ごみ減量・りサイクル推進功労者及び長崎

市 r街を美Lくする運動」推進懐議会合同表彰式

,

長崎県考護連盟

200

PORSCH臼56HOLIDAY2020+1 1N NAGASAKI

株式会社ビーンズフィルム

190

(一社)全国専門能力検定協会SDGS認定機構主催

SDGS地方創生ビジネスチャンス全国大会in長崎

株式会社ながさきMICE (株式会社コングレ)

185

個人名申込(日本旅行鹿児島支店)

長崎商工会議所役員会

170

株式会社マルクスインターナショナル

令和3年度長崎MICE事業者ネットワーク総会

160

株式会社長崎国際テレビ

親子で学ぷアンガーマネジメント

長崎市観光政策課

150

長崎南倫理法人会女性セミナー

SDGS認定機構

十八親和銀行従業員組合第2回中央委員会

130

西日本電信電話株式会社

長崎駅ビル関係弐典

128

株式会社K ・ Wプロジェクト

128

白南風小学校平和学習

ルーフトビック

第4回長崎脳神経外科研究会

127

長崎市「街を美Lくする運動」推進協議会

125

ザマーカススクエア長崎

120

120

SDGS認定機構

120

長崎商工会議所

108

一般社団法人長崎国際観光コンベンション協会

102

日本アンガーマネジメント協会九州沖縄支部

100

長崎南倫理法人会

100

十八親和銀行従業員組合

100

JR九州工ージェンシー株式会社

100

個人名申込

100

長崎大学脳神経外科

87

ノ

85

80

70

33

70

70

70

68

65

60

60

56



、

¥

学術変革領域(A)物質共生第1回領域会議

会議

第80回九州内視鏡技師研究会

己書万人楽門下生作品展

催事名称

中小企業長崎懇話会総会

長崎県新幹線閑業効果拡大推進本部会議

九州地区信用保証協会桃議会代表者会議

一般社団法人長崎青年協会Ⅱ月臨時総会・定時例会

第77回定期大会

退職予定老説明会

長崎県職員連合労働組合長崎支部現業分会定期総会

長崎大学第一口腔外科学教室同門会総会

個人名申込(長崎火学薬学部)

第97回九州都市広報広聴連絡協議会

J R九州労組

第7回日本NP学会学術集会

個人名申込(長崎大学病院 ME機器センター)

観光関連産業分野でのDXセミナー

個人名申込(己書)

新中1進学説明会

申込者名

中小企業長崎懇話会

九州プロック青年女性建築士協議会

長崎県新幹線対策課

第6回長崎感染症検査フォーラム

長崎県信用保証澁会

テクノ,スズタ

一般社団法人長崎青年協会

NEw tlFE !輝く未来マルシェ1n長崎

長崎交通労働組合

Theway 研修

長崎県職員連合労働銀合長崎支部

積水ハウス株式会社長崎営業所全体会議

セミナー

長崎県職員浬合労働組合長崎支部

ニューメンバーズセミナー

長崎大学口腔腫癌治療学分野

dooom05Gイベント

人数

長崎市秘書広報部広報広聴課

オゾン装置開発販促戦略会識

個人名申込(第7回日本NP.学会)

ノッツェ.婚活体験会

52

JTB協定旅館ホテル連盟長崎支部

九電工会議

52

株式会社桑原塾

BLAZEUP NAGASAK1 楽屋

50

一般社団法人長崎県建築士会

BLAZEUP NAGASAK1 運営控室

50

コールター株式会社ベックマン・

社会人アルバイト竪録説明会

50

株式会社テクノ・スズタ

演村税理士事務所創立記念日イベント

50

個人名申込

九電工職長等・安全衛生貴任者能力向上教育

50

ソニー生命保険株式会社

令和3年度長崎県版簡易BCP策定セミナー

50

積水ハウス株式会社長崎営業所

九電長崎商友会第2回理事会

50

J R九州労組

協同組合長崎県鉄拙工業会理事会・11月例会

50

ル【フトピック

全問連第49回通常総会長崎大会準備委員会会議

45

西日本設計工業株式会牡

第39回日本小児歯科学会九州地方会大会

45

(株)結婚情報センター

44

株式会社九電工長崎支店

40

株式会社長崎国際テレビ

40

株式会社長崎国際テレビ

40

株式会社全国試験運営センター福岡事務所

40

個人名申込(演村税理士事務所)

40

株式会社九雷工

40

東京海上ディーアール株式会社

40

株式会社九電工長崎支店

38

協同組合長崎県鉄構工業会

37

長崎間税会

35

長崎大学医歯薬学総合研究科医療科学専攻

35

32

32

30

34

30

30

30

30

30

30

28

27

27

25



九小協長崎大会拡大実行委員会

大分商工会議所視察研修会

九電工職長・安全衛生貰任者能力向上教育

セントヒルホテル社内経営会議

催事名称

お正月フラワーアレンジ教室

」1CAデスク長崎

電機連合部品部会実務者研修会

進行卵巣癌治療叩t0山te~最適な治療戦略とは~

長崎西口ータリークラプ職場訪問例会

長崎六学との事前会議

第59回長崎県水産加工振興祭即売会小間割会

打合せ

九州地区小学校長協議会長崎県小学校長会

打合せ

長崎商工会議所

DM0形成確立に関する講話

株式会社九電工

DE」1MA博控室

ホテルセントヒル長崎

2021年「ジェトロ世界貿易投資報告」 セミナー

態における日本の中小企業の役割~

申込者名

個人名申込

協会けんぽ研修会

」1CAデスク長崎

スマート.りフ"ム・コンストラ"ヨン協同組合第4回通常総会

電機連合部品部会事務局

アストラゼネカ株式会社

アミュプラザ長崎テナント会第叫回理事会

全問連第49回通常総会長崎大会準備委員会会議

長崎西口ータリークラブ

株式会社コングレ

無人航空従事岩試験

令和3年度地域産業デジタル化支援事業第2回DXセミ

ナー

一般社団法人長崎県水産加工振興協会

株式会社コングレ

イ

人数

クレ

株式会社コングレ

長崎県消防長会消防署長会議

ド.ポーポーテスペシャルサロン会

一般社団法人長崎国際観光コンベンション協会

~新常

明治屋ハムオリジナルレシピコンテスト表彰式

25

株式会社長崎国際テレビ

'

BCP策定セミナー

25

ジェトロ長崎

長崎県卓球連盟

24

全国健康保険協会長崎支部

長崎県商工会議所連合会事務局長会議

23

スマート

ヴィアトリス製薬株式会社Webセミナー

23

株式会社」 R長崎シティ(アミニプラザ長崎テナント会)

セキスイハイム会議

22

長崎問税会

N丁OG web meeting

りフォーム・コンストラクション(協)

22

チャーチル会色IJ会

ドローン検定協会株式会社

20

九電工CM埼会会議

20

(公§わ長崎県産業振興財団

アペシオングループ業務会議

20

資生堂ジャパン株式会社

Corev、/eb symp051Um

20

長崎市消防局

己害体験会

20

有限会社明治屋商店

長崎心臓弁膜症座談会

20

東京海上ディーアール株式会社

20

個人名申込(長崎県卓球連盟)

20

長崎商工会議所

2021

20

ヴィアトリス製薬株式会社

セキスィハイム九"(株)長崎支店

20

個人名申込(長崎大学病院第二内科)

狐

チャーチル会

狐

株式会社九電工

18

株式会社長崎環境美化

16

トラゼネカ株式会社アス

16

個人名申込(己書)

16

東武トップツァーズ株式会社

16

15

15

35

15

15

15

15

15

15

15

15

15

N
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長崎県女性管理職員会長崎大会実行委員会

長崎県オンライン転職フェア

健康診断

長崎市中央総合事務所控室

催事名称

九電工

長崎国際観光コンベンション協会採用面接

社内研修

アペシオングループ営業会議

長崎明徳会
゛

打合せ

JCDA長崎地区会

第9回長崎脳神経外科フォーラム

長崎県公立小・中学校等女性管理職員会

第7回日本NP学会学術集会予行

リクルーティング・パートナーズ(株)

海洋教育フォーラム会議

(公財)福岡労働衛生研究所

中小企業家同友会事前準備

長崎市中央総合事務所総務課

中小企業家同友会事前準備

申込者名

株式会社九電工

中小企業家同友会事前準備

一般社団法人長崎国際観光コンベンション協会

中小企業家同友会事前準備

株式会社粋楽

中小企業家同友会事前準備

株式会社長崎環境美化

長崎広告業協会オンラインセミナー

個人名申込

海洋教育フォーラム会議

九州 IR推進協謹会

長崎県青暈・女性委員会(長崎県建築士会)

個人名申込

野崎地平税理士事務所洲多会

個人名申込(長崎火学脳神経外科)

小児外科ハンズオンセミナー

人数

i

個人名申込(第7回ヨ本NP学会)

海洋教音フォーラム会議

海洋教育フォーラム長崎地区実行委員会

打合せ

14

長崎県中小企業家同友会

打合せ

14

長崎県中小企業家同友会

打合せ

14

長崎県中小企業家同友会

打合せ

13

長崎県中小企業家同友会

打合せ

12

長崎県中小企業家同友会

次世代情報化推進室会議

12

株式会社九州広告

アストラゼネカVvebセミナー

12

海洋教育フォーラム長崎地区実行委員会

出島メッセ長崎維持管理部会1

12

個人名申込(長崎県建築士会)

株式会壮カネカメディックス会議

12

個人名申込(野崎地平税理士事務所)

ヴィアトリス製薬社内会議

Ⅱ

テルモ株式会社

令和3年度九州地区果実基金協会連絡埼議会担当者会

Ⅱ

海洋教育フォーラム長崎地区実行委員会

建設コンサル事業会議

10

第 13回日本A c u t e c o r e s u r ' e r y学会学術集会享務局

狐

第 13回日本A C ■ t e c a r e s u r ' e r y学会学術集金事務局

10

第13回日本Acute Cεro su「三ery学会学病集会事務局

10

第13回日本Acute core su「三ery学会学術集会宗務局

10

第13回日本Aoute care suraery学会学桁集会事務局

10

長崎県

10

アストラゼネカ株式会社

10

日本管財株式会社

個人名申込(株式会社カネカメディックス)

10

10

ヴィアトリス製薬株式会社

10

公益法人社団法人長崎県園芸振興茎金協会

10

株式会社PAL構造

10

10

10

10

36

10

10

10

如

10

10

10

10

10

10



CSK会議

第7回N篭a訟ki ophthalm010剖 Somln引

長崎慢性便秘症について考える会

出島メッセ長崎維持管理部会2

催事名称

MV撮影

日太マネジメント学会中国・九州部会

旭化成ファーマ(株)

医療情報学会看護学術大会実行委員会会議

興和(株)会議

催事前会議

催事前会議

催事前会議

個人名申込(中外製薬株式会社)

催事前会議

千寿製薬株式会社

催事前会議

持田製薬株式会社

催事前会識

日本管財株式会社

催事前会議

申込者名

まつばや百貨店株式会社

経営フォーラム第2分科会会議

日本マネジメント学会九州部会

第的回長崎県水産加工振興祭即売会打合せ3

旭化成ファーマ株式会社

九州肺癌胸膜中皮腫研究会

個人名申込(医療情報学会着護学術大会/長崎大学看護部)

第59回長崎県水産加工振興祭即売会打合せ3

興和株式会社

会議

株式会社浜屋百貨店

長崎工業会正副会長・顧問会議

株式会社浜屋百貨店

西部ガス長崎営業会班

株式会社浜屋百貨店

゛

人数

九州ブロック看護管理者等政策セミナー会長会会継

株式会社浜屋百貨店

西部ガス長崎営業会議

株式会社浜屋百貨店

会議

10

株式会社長崎国際テレピ

.

会議

10

株式会社長崎国際テレビ

第10回長崎臨床薬剤師循環器カンファランス

10

長崎県中小企業家同友会

エアラインスクール1AA長崎校

10

一般社団法人長崎県水産加工振興協会

持田製薬(株)社内研修

10

日本イーライリリー株式会社

正副会長会

9

一般社団法人長崎県水産加工振興協会

MICE EXP0準備委員会

9

個人名申込

MICE EXP0準備委員会

9

長崎商工会議所

第59回長崎県水産加工振興祭即売会打合せ2

9

個人名申込(西部ガス株式会社)

MICE EXP0準備委員会

8

長崎県看謹連盟

EXP0準備委員会MICE

8

個人名申込(西部ガス株式会社)

EXP0準備委員会MICE

8

個人名申込

8

株式会社マネジメント

8

トーアエイヨーカブシキガイシャ

8

合同会社ヒューマンナガサキ

8

持田製薬株式会社

8

長崎県保育協会

シェルパ・クリエイト

株式会社ふくおかファイナンシャルグループ

8

株式会社ふくおかファイナンシャルグループ

8

8

一般社団法人長崎県水産加工振興協会

8

株式会社'、くおかファイナンシやルグループ

8

株式会社'、くおかファイナンシャルグループ

8

株式会社'、くぉかファイナンシャルグル【プ

8

7

7

7

37

7

7

7

7

6

6

,

6

6

6

6

会議
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インタビュ【取材

水辺の森ファーマシーセミナー

九小協長崎大会拡大実行委員会

海洋教育フォーラム会議

催事名称

己書長崎ヨ登美道場

会議

日本イーライリリ.- Dmt言

西部ガス長崎会議

己害長崎日登美道場

催事前会議

催事前会議

催事前会議

長崎新聞社

催事前会議

個人名申込沖昇製藥株式会社)

催事前会議

九州地区小学校長協議会長崎県小学校長会

ながさーち企画会議2022

海洋教育フォーラム長崎地区実行委員会

フジオカTOYOTA車展示販売会事前会議3

申込者名

個人名申込(己妻)

スタッフ登録説明会

個人名申込

フジオカTOYOTA車展示販売会事前会議4

日本イーライリリー株式会社

スタッフ登録説明会

個人名申込(西部ガス長崎株式会社)

フジオカTOYOTA車展示販売会事前会議5

個人名申込(己婁)

スタッフ登録説明会

公益社団法人松園尚己記念財団

スタッフ登録説明会

公益社団法人松園尚己記念財団

長崎文化放送 MにEEXP0 控室

公益社団法人松園尚己記念財団

健康長寿日本一長崎県民会議総会(控室)

人数

公益社団法人松園尚己記念財団

株式会社コングレ九州支社社内打合せ

公益社団法人松園尚己記念財団

信託長崎勉強会

ワールドダイブ株式会社

6

フジオカTOY0丁A車展示販売会事前会議

株式会社一広

6

第118回日本消化器病学会九州支部例会・第U2回日本消化

器内視鏡学会九州支部例会事前会議

株式会社全国試験運営センター福岡事務所

6

V・ファーレン長崎スポンサーミーティング準備

株式会社一広

6

第118回日本消化器病学会九州支部例会

器内視鏡学会九州支部例会事前会議

株式会社全国試験運営センター福岡事務所

6

株式会社一広

6

フジオカTOYOTA車展示販売会事前会議2

株式会社全国試験運営センター福岡事務所

6

Na亘日5aki Diabetes vveb,serninar

株式会社全国試験運営センター福岡事務所

6

V・ファーレン長崎スポンサーミーティング準備

長崎文化放送

6

第118回日本消化器病学会九州支部例会・第Ⅱ2回日本消化

器内視鏡学会九"支部例会事前会議

長崎県国保・健康増進課

5

V・ファーレン長崎スポンサ【ミーティング準備

株式会社=ングレ"

5

第Ⅱ8回日本消化器病学会九"支部例会・第112回日本消化

個人名申込

5

器内視鏡学会九州支部例会事前会議

第112回日本消化

株式会社一広

5

5

長崎県五島中央病院

5

株式会社Vファーレン長崎

5

長崎県五島中央病院

5

株式会社一広

5

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

5

株式会社Vファーレン長崎

5

長崎県五島中央病院

5

5

株式会社Vファーレン長崎

5

5

5

5

5

'
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5

5

5

5

5

5

5

5



第59回長崎県水産加工振興祭即売会打合せ4

V.ファーレン長崎スポンサーミーティング準備

ワールドファミリー株式会社説明会

第Ⅱ8回日本消化器病学会九州支部例会・第112回日本消化

器内視鏡学会九州支部例会事前会議

催事名称

テルモ株式会社イメージングセミナー

海洋教育フォーラム会議

V.ファーレン長崎スボンサーミーティング準備

AB長崎エリア会議

打合せ

打合せ

会講

株式会社サーベイリサーチセンター様会議

一般社団法人長崎県水産加工振興協会

長崎県青年・女性委員会(長崎県建築士会)

株式会社Vファーレン長崎

旭化成ファーマ株式会社WEB講演会

個人名申込(ワールドファミリー株式会社)

DX研修会

長崎県五島中央病院

申込者名

ながさきICTフェア説明会

個人名申込(テルモ株式会社)

次世代情報化推進室会議

海洋教育フ才【ラム長崎地区実行委員会

次世代情報化推進室会議

株式会社Vファーレン長崎

催事前会議

アサヒビール株式会社九州北部統括支牡

.

催事前会議

九"11R推進協議会

催事前会議

九州 IR推進協議会

社内研修会

税理士法人ASPIRE

BLAZE UP NAGASAK1 楽屋

'

人数

株式会社サーベイリサーチセンター

アストラゼネカ株式会社会議

個人名申込(長崎県建築土会)

会議

個人名申込(旭化成ファーマ株式会社)

5

社内研修会

.

長崎県

5

打合せ

長崎県

5

第4回脳血管障害UPDATEセミナー

長崎県

己害

5

長崎県

会議

5

株式会社長崎国際テレピ

会議

5

株式会社長崎国際テレピ

長崎国際大学ハイプリット授業

5

株式会社長崎国際テレピ

会議

5

興和株式会社

長崎慢性便秘症にっいて考える会

5

株式会社長崎国際テレピ

NAGASAK1しごとみらい博2021

5

アストラゼネカ株式会社

己書長崎日登美道場

5

一般社団法人ナガサキベイデザインセンター

5

興和株式会社

5

株式会社コングレ

5

株式会社日本旅行

5

個人名申込(己書)

5

株式会社グルメ杵屋

5

個人名申込

5

長崎国際大学

4

ヴィアトリス製薬株式会社

4

持田製薬株式会社

4

一社日本青少年育成協会

4

個人名申込(己害)

4

4

4

4

4
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4

4

4

4

4

4

4
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.

'

CHUAGl vveb semlnarln Naga$aki

社内会議

ワールドファミリー株式会社説明会

滋慶学園グループ福岡学校説明会

催事名称

己書長崎日登美道場

第34回日本神経免疫学会学術集会主催打合せ

己害

会議

SG佐世保・SGRL長崎ミーティング

九州・四国エリアARNIVVEB講演会

令和3年度長崎県原子力防災訓練事前講習会テスト配信

W卵調演会

個人名申込仲外製築株式会社)

己書長崎日登美道場

ひぐちグループ

個人名申込(ワールドファミリー株式会社)

学校法人滋慶学園

申込者名

個人名申込(己書)

第34回日本神経免疫学会学術集会

個人名申込(己帯)

個人名申込

西部ガスリアルライフ長崎株式会社

ノパルティスファーマ株式会社

右限会社自然文化創舎

ノノUレティスワアーマ株式会社

人数

個人名申込(己書)

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2
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頁

230

231

款

予算説明害

7

商工費

1 概要

多様化するまち歩きの二ーズに対応し、参加者の満足度と事業持続性を高めるため、まち歩

き団体等との連携促進や修学旅行ガイド等の充実を図る。

また、一般観光客等を対象としたガイド付きまち歩きや修学旅行生を対象とした平和・歴史

ガイド、観光施設の常駐ガイドを総合的に長崎さるくとして魅力発信を行い、ブランドカを活

かしたまち歩き観光を推進するもの。

項

商工費

目

2 事業内容

側長崎さるく情報発信等業務費

・情報発信・予約システム運営費

・利用者対応業務費

②平和・歴史ガイド運営・管理費

・修学旅行の受入対応等運営費

・ガイド育成等・管理経費

・ガイド謝礼金

③消耗品費

〔参考〕参加者数の推移

4

観光費

番号

1-4

事 業

長崎さるく推進費

名 予算額

゛

.

千円

34,758

通さるく

学・食さるく

10,013 千円

平和ガイド

平成28年度

4,713 千円

5,300 千円

238価千円

合計

8,185

12,052 千円

4,285 千円

フ,528 千円

880 千円

、

5,478

平成29年度

28,フ70

42,433

6,419

3,163

平成30年度

24,413

33,995

5,541

3,026

令和元年度

32,562

41,129

(単位:人)

4,559

3,042

令和2年度

35,426

43,027

1,275

1,642

20,557

23,474

41



3 令和3年度実施中の新さるくへの見直しにつぃて

川これまでの課題と対応につぃて

これまでの課題 対応

観光客が求める観光ス・各実施主体(個人・団体)の得意分野を活かしたまち歩きを推進す

タイルの多様化 るため、予約ページ(令和4年4月稼働予定)を新たに構築し、それ

ぞれのまち歩きの魅力の発信を行う。

・評価制度を導入し、ガイドやまち歩きコースごとの評価・ロコミに

よる二ーズの把握、ブラッシュアップを図っていく。

長崎さるくの参加者の ・上記の魅力発信、ニーズを踏まえたまち歩きへの転換を図ることで、

減少と低迷、ガイドのモ 参加者数の増加を図る。

チベーション低下 ・参加者数の増加によるガイド機会の創出を図り、モチベーションア

ツプにつなげていく

持続可能なまち歩き制 これまで(一社)長崎国際コンベンション協会が担っていた受付・ガ

度への転換 イド配置業務をまち歩き企画者(個人・団体)が自ら行うことで、よ

り自立型のまち歩き制度へと転換を図るとともに、事務局経費の縮減

が図られナニ。

長崎国際観光コンペンション協会が
事務局として、各まち歩きのPRか
ら受付、ガイド配置まで実施

・受付、ガイド配置等は実施主体が実施
・PRはDM0が一元的に実施

②新しいまち歩き運営の仕組みの整理について

新しいまち歩き'営の仕組みの整理

通さるく

学さるく

、施
-11,

イ怒
、、吊

駐

長
崎
さ
る
く

長
崎
さ
る
く

平
和
ガ
イ
ド



4 新しい長崎さるくの運用イメージ
新たに構築中の予約ページ(令和4年4月稼働予定)では、利用者の利便性向上を念頭に置
いた情報分類、デザインの見直し、評価制度の導入などを行っている。
また、まち歩き企画者(個人,団体)のガイド・コース等の紹介のほか、平和・歴史ガイド、
施設常駐ガイドの情報も長崎さるくブランドで一元的に情報を発信することとしている。

②まち歩きに関する
問い合わせ

③お客様の二ーズに合った
まち歩き情報の紹介

圧三三三コ
畢時セ●,

予約ページの適用・管理
信報発信

利用者

Φまち歩き情報の入手
予約申込

新たなまち歩き団休等

の掘り起こしによる
コンデンツの充寅
^

予約ページを活用した
情報発信等のサポート

1

、

一

5 財源内訳

訳内財 源

事業費国庫支出金※1 一般財源その他※2地方債県支出金
千円千円千円千円千円千円

6,07623' 5005,18234,758
1生進交付※1

長崎県市町村振興協会市町交付金 10,000 千円※2

修学旅行ガイドツァー参加費 13,500 千円

6 事業実施の必要性とその効果
(1)必要性

・「まち活かし、人活かし」をテーマとした長崎の文化、歴史、自然、人などの良さを、観
光客が直接体験することができるまち歩き観光「長崎さるく」を、引き続き、多様化する二
ーズ等に対応できるよう随時見直しを図りながら、その情報を一元的に発信していくことで、
観光客の誘客及ぴ満足度向上を図る必要がある。
・長崎を訪れる修学旅行生の平和学習への需要は高く、引き続き平和の発信と参加者の満足
度向上につなげる必要がある。
②効果

・新たな「長崎さるく」の情報発信を一元的に行うことで、観光客の誘客及び参加者の満足
度向上につなげることができる。

、'ど行く

ツアー

国カイト・コースへの評価

^

゛

●』,

1・ー
⑥お客様の評価を受けての
コース等の磨き上げ

まち歩き企回者(個人・団体)

,
r

一
゛

鵬
鄭

1

D
 
O



頁

230

231

予

款

7

商工

概要

長崎市出身の漫画家の人気作品「弱虫ぺダル」とタイアップし、長崎市の新たな魅力ある観光

コンテンツの造成を図り、観光客の誘客及び周遊の促進を図る

明書

商工

2 内容

m 「弱虫ぺダル」原画企画展 6,0肌千円

作者・渡辺航氏等の協力をいただき、人気作品「弱虫ぺダル』の肉筆原画や資料等を展

示する企画展を長崎市で開催する。

》実施期間:令和4年末~令和5年初旬予定

》場所:長崎県美術館ホール(予定)

》事業費

・会場借上料 222 千円

・企画展開催業務委託 5,000 千円

・企画展チラシ製作費 3舗千円

・その他(旅費・消耗品費 4乃千円

目

4

観光

番号

1 -6 アニメツーリズム推進

予

「弱虫ぺダルマンホール」を活用した周遊の推進 2,062 千円

令和3年度中に、市内の景観等地域の魅力と作品のキャラクターの特徴を活かした「弱

虫へダルマンホール」を市内27力所に設置する。

市内周遊をさらに推進するため、「弱虫ぺダルマンホール」のほか市内に設置しているデ

ザインマンホールをチェックポイントとし、スマホを活用したデジタルスタンプラリー(抽
選で景品のプレゼント)を実施する。

》事業費

・スタンプラリー運用費 1,200 千円

・景品購入費 396 千円

・景品郵送費 466 千円

額

千円

8,144

゛

,

START

1、
.

(令和3年度尖施 1氾念ライドJ圷坐)

説
項

丸
、
6



3 財源内訳

事業費

※1 地方創生推進交付金

4 事業実施の必要性とその効果

n)必要性

全国各地で盛んに取り組まれているアニメツーリズムにっいて、長崎市においてはコンテン

ツが十分でないため、長崎市出身の漫画家による人気作品とタイアップすることで、観光資源

の造成・観光客の誘客を図る必要がある。

②効果

ア企画展開催による観光客の誘客促進

イ地域の魅力・漫画のキャラクターを活かした周遊コースによる観光周遊促進

5 その他(弱虫ぺダルの概要)

a)『弱虫ぺダル』の概要

秋田書店の『週刊少年チャンピオン』に2008年から連載中であり、単行本では76 巻発刊

されている。単行本の売上げ総数は 2,500 万部を超える人気作品であり、 2020年夏には、

人気アイドルを起用して実写映画化されている。

②作者について

『弱虫ぺダル』の作者は長崎市出身の漫画家・渡辺航(わたる)氏であり、本事業における

デザインマンホールの製作等ご協力をいただいている。令和3年η月に、本事業に関連した記

念セレモニーにおいて、長崎市観光大使にも就任していただいており、個人ブログにて情報発

信も協力いただいている。

侶)ストーリーについて

ママチャリで千葉から秋葉原に通う、いわゆるオタク高校生である主人公の小野田坂道がチ

ームで戦う自転車競技を題材にした物語となっており、インターハイ優勝を目標に、全国のラ

イバル校と切磋琢磨するスボーツ漫画である。

④登場人物(キャラクター)について

1チーム6人で競技を行う自転車競技(ロードレース)において、各登場人物には個性があ

る。例えぱ、主人公の小野田坂道は、小学生の頃からママチャリで秋葉原に通ったことで、登

り坂を得意とするクライマーとして活躍するといった特徴がある。

したがって、これまでサイクリングのイメージが無かった長崎市においても、本作品との親

和性が高い。

千円

8,144

国庫支出金※1

千円

4,072

県支出金

財 源

千円

地方債

内 き尺

千円

その他

J

千円

一般財源

゛

千円

4,072

45



6 デザインマンホール酘置箇所

蔀"'
赤水公

@*稔合 内

『、.

が丘モとめ広の駅タ

1 ;

辺

ー^'

●三下水

虫ぺダルマンホール

,

場周辺

罵1

箔之

皿3卿霞

'.、

、

市総

'

方針図

勣会因
@乗川公園

佐山公団展望台周辺

四伊王島灯台公圍

@伊王榔ホ港

①長街道中里ふれあ固

会

●平汎γ' 上鯨技内)

⑦東部地区にこにこセンター周辺

伺長蹄7'"帷・'辺

@白ハ田

●立山公園周辺

働出島田辺

⑩松が枝国タ

@鴫

@高島海水場周辺

⑦長駅口周辺

⑯善焼安保地区花壇周辺

⑯三和公民館内

.

の島公団周辺

ι

^

a長蔚市

⑳夫娼岩周辺

゛

周辺

@女神大樗田辺
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フマンホールのデザイン

・令和3年11月設置済み分
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230

231

予算説明書

款

1 概要

ニンベンションの主催者に対する助成制度を整備することにより、長崎市でのコンベンシ

ヨン開催に向けた環境を整え、誘致を促進するもの。

2 事業内容

長崎県及び長崎市が市内で開催されるコンベンション(九州大会以上の文化・学術コンベ

ンシヨン)の主催者に対して支援(長崎市内の宿泊施設に宿泊した延べ宿泊者数に応じた補

助金の交付)を行う。なお、主催者への交付は長崎国際観光コンベンション協会が行う。

①名称長崎市ニンベンション開催費補助金

②交付先長崎国際観光コンベンション協会

③補助率国際大会・全国大会・九州大会(持ち回り以タ":長崎市V2(長崎県V2)

九州持ち回り大会:長崎市ν2

④補助の対象

次に掲げる全ての要件に該当するもので、コンベンション協会から補助事業による補助の

交付の決定を受けているもの

ア長崎市内で開催されるもの

イ参加者の範囲が九州大会に準じる規模以上のもの

ウ各種協会、団体、学会等が主体となって開催するもの

⑤補助金の対象外となるもの

ア営利を目的とするもの

イ政治的又は宗教的活動を目的とするもの

ウ国又は地方公共団体から他の補助金の交付及ぴ補助金に類する支援を受けているもの

エスポーツコンベンション大会及びスボーツ合宿

オその他市長が不適当と認めるもの

※スボーツコンベンションについては、平成29年度より県スポーツコミッションにおいて

運用(スボーツ振興課所管)

3 財源内訳

7

商工費

項

商工費

目

4

観光費

番号

1 -9

事

コンベンション開催費

補助金

業 名 予算額

干円

6,250

千円

12,500

事業費

千円

12,500

国庫支出金

※

千円

6,250

県支出金

財 源

千円

地方債

内 訳

千円

48

その他 一般財源

※地方創生推進交付金

円
,
一

千



4 事業実施の必要性とその効果

(1)必要性

交流人口の拡大を図るにあたり、コンベンションの誘致促進は不可欠であり、都市間競争

の中で、コンベンションの主催者に長崎市を開催地として選んでもらえるよう、支援を行う

必要がある。

②効果

コンベンションの誘致促進により、長崎市でコンベンションが開催されることで、国内外

から多くの訪問客が訪れることにより、地域経済の活性化につながる。

5 令和4.年度予定

延べ宿泊者数

200 人以上

300 人以上

500 人以上

1,000 人以上

",

1,500 人以上

2,000 人以上

300 人未満

3,000 人以上

人未満500

1,000 人未満

補助基準額

(円)

1,500 人未満

.

2,000 人未満

3,000 人未満

200,000

補助件数(件)及ぴ

延べ宿泊人数(人)

300,000

゛

500,000

1,000,000

0

三十

1,500,000

0

2,000,000

9

市補助金額(円)

(補助基準額Xν2)

3,000,000

2

0

3

0

5,800

4

2,000

2

4,800

20

8,000

2,250,000

0

6,000

26,600

1,000,000

0

2,250,000

4,000,000

3,000,000

12,500,000

49

合

文
化
・
学
術
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン



頁

230

231

予

款

説明

項

商工費

7

商工

1 概要

西九州新幹線の開業を見据え、輸送力、宣伝力を有する交通事業者との連携を図りながら情

報発信をはじめとした積極的なPRを行うことで、観光都市長崎の知名度をさらに高め、観光

客の誘客を図る。

内容

)佐賀・長崎デスティネーションキャンペーン事業【負担金8,623千円1

ア概要

JR グループ6社(゛R北海道、 JR東日本、゛R東海、゛R西日本、 JR四国及びJR九州)と自

治体、地元の観光事業者等が協働で実施する大型観光キャンペーンである。゛Rの広告媒体

等を利用して、全国的な情報発信が行われる。また、大手旅行会社等と連携しながら放行商

品造成、販売促進活動を実施する。

長崎県内の自治体や観光事業者で構成される『デスティネーションキャンヘーン長崎実行

委員会』に長崎市も参画している。

書

目

4

観光費

番号

2-2 交通事業者携

名

禽ル》リー
7事子、小つ7 、

予算額

費

佐賀と曲へ出発進行!

佐賀.長崎デステ'ネーシ,νキ〒γペ一γ

2022卑10月1日.12月31B

千円

9,380

主な実施予定事業(令和4年度)

・広報物(ガイドブック、ポスター等)を制作し、活用したPR

・令和3年度に制作した観光素材集を活用した商品造成・誘客促進のセールス活動

・キャンペーンオープニングにあわせ、特別列車のお出迎えイベントの実施

・メディアやキャンペーン専用サイトにおける観光素材等のPR

・観光キャラバンによる全国PR

叫

yル",〆ー



佐質・異崎デス,'ネーケ.ソキ,νベ一ν
扣1.121T

全国宜伝販晃促逸会詣

観光素材集

戸全X1小典〆ム N 6 r

(佐賀・長崎観光素材集)

ヘ

長崎県デスティネーションキャンペーンのKPI

1新たな観光ユンテンッの開発数(改善を含む)

目標:60件(前回のデスティネーションキャンヘーンと同数)

8,623 千円

②デスティネーションキャンペーン期間中の主要宿泊施設の延べ宿泊者数

目標:3%増加(令和元年同期比)

工 キャンヘーン期間

令和4年10月から 12月

事業費内訳

デスティネーションキャンヘーン長崎実行委員会に対する負担金

負担割合

県:市町(21 市町):民間=50:40:10 総事業費 200,000 千円

オ

力

実施主体デスティネーションキャンヘーン長崎実行委員会

役員:会長(長崎県文化観光国際部長)

副会長(長崎県観光連盟専務理事、九州旅客鉄道槻取締役長崎支社長)

構成団体:行政、地域観光協会、観光事業者、宿泊施設、交通事業者、旅行会社、

経済・農水・物産関連団体、九州旅客鉄道繍

(参考)令和3年度実施事業

令和3年10月~令和4年3月にはプレキャンペーンが開催されている。

・観光素材集の制作

・全国宣伝販売促進会議の開催(旅行会社に向けたプレゼン、エクスカーシヨン)

・JR九州のプレキャンペーン(二次交通商品の造成、プロモーション展開等)

:
詩
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②大村線沿線活性化協議会【負担金 757千円】

ア概要

JR九州長崎支社及び大村線沿線自治体(長崎市、長与町、諌早市、大村市、東彼杵町、

川棚町及ぴ佐世保市)で構成される大村線沿線活性化協議会において、大村線沿線の観光情

報の発信、観光列車の誘致活動を行う。

イ主な実施予定事業(令和4年度)

・デスティネーションキャンペーンに向けたHPやSNSでの情報発信の強化

・新D&S列車運行を契機とした魅力発信

・スタンプラリーやキャンペーンによる大村線周遊施策の実施

3 財源内訳

^ ^

軸

食

訊

^

事業費
国庫支出金※ 一般財源

干円 千円 千円

9,380 4,690 4,690

※地方創生推進交付金

4 事実施の必要性とその効果

川必要性

JRや旅行会社、観光関連事業者等と連携した大型観光キャンペーンを実施し、開業が予

定されている西九帳新幹線のPR及び長崎市への来訪者を増加させる必要がある。

②効果

キャンペーン実施による誘客効果に加え、テレビ、新聞などの各種メディアでの露出が

期待され、観光都市長崎の知名度向上も期待される

.

、

伽1

訳

その他

千円

財

県支出金

干円

源 内

地方債

千円

烹
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233

款

7

商工費

予算説明書

要

長崎夜景ブランドの認知度向上を図り、インバウンドや宿泊にっながる観光客の誘致及び

観光消費額を増加させることを目的として、長崎夜景の魅力を国内外に発信するもの。

2 事業内容

①「世界新三大夜景」海外向けハンフレット制作等業務委託(2,500千円)

ア委託先:一般社団法人夜景観光コンベンション・ビューロー

イ業務内容

(ア)内容:世界新三大夜景に再認定された長崎の夜景を世界に発信する。

(イ)部数:50.500部(各国・各地域5,000部国内 500部)

(ウ)配布先;各国・各地域の観光関連組織

(スペイン、ハンガリー、ボルトガル、タイ、中国、台湾、フィリヒン、モナコ、

オーストラリア、トルコ)

11か国語(エ)言 語

(日本語、スペイン語、ハンガリー語、ポルトガル語、タイ語、中国語(簡体語、

繁体語)、フィリピノ語、フランス語(モナコ)、英語(オーストラリア)、

トルコ語)

②世界新三大夜景ライセンス使用料a,000千円)

ア権利者:一般社団法人夜景観光コンベンション・ビューロー

イ内容

(ア)内容:世界新三大夜景が再認定されたことにより、一般社団法人夜景観光コンベ

ンション・ビューローが作成する世界新三大夜景ロゴのライセンス使用料。

(イ)期間:令和 4年4月1日から令和 7年3月31日まで(3年間)

(ウ)活用:長崎市や DM0 が作成するポスター・パンフレット、 web サイトに掲載すると

ともに、各観光関連事業者にホームページ等で使用していただくことにより、

世界新三大夜景である長崎の夜景の認知度向上を図る

世界新三大夜景ロゴ旧本語)世界新三大夜景ロゴ(英語)

世界

商工費

目

4

観光費

番号

3-1

事

世界・日本新三大夜景

推進費

名

大夜景 Thc、智"「1'事 T"六、

11'雌I SⅨC梱t肌1.r 、i仙1 智i.智'

予 額

4,725 千円



(3)その他 a,225 千円)

ア国内夜景サミット参加費 225千円

(ア)旅費:215 千円

・開催地(予定)沖縄県沖縄市(国内夜景サミット)

(イ)参加負担金 10千円

・ 5,000円 X 2 人

(ウ)内容

・夜景観光を促進している国内の都市が参画し、夜景観光の更なる発展のため、魅力や

課題を共有する。

イ日本新三大夜景情報発信(負担金) 1,000千円

(ア)相手方:一般社団法人夜景観光コンベンション・ピューロー

(イ)内容.日本新三大夜景都市の連携・共同情報発信(長崎市・札幌市・北九州市)

・日本新三大夜景公式Webサイトの情報更新、スポットヘージの追加

日本語サイト、英語サイトの更新

・「日本新三大夜景都市」パンフレット製作

活用:長崎夜景の情報発信ツールとして活用する

部数.10,000 部

,「日本新三大夜景都市」新ボスター製作

部数:50部

配布先:観光案内所、長崎夜景観賞スボット(稲佐山ほか)

「日本新三大夜景」パンフレット

(画像は2018年作成のもの)

日

「日本新三大夜景」ポスター

(画像は2018年作成のもの)

゛

長崎
、.エ、』゛」
と'
ー"゛゛

二



3 財源内訳

事業費

千円

4,725

4 事業実施の必要性とその効果

①必要性

コロナ禍からの回復期を見据え、令和3年11月に長崎がモナコ、上海とともに世界新三大

夜景に再認定された長崎の夜景を国内外に発信することは、国内観光客やインバウンド誘致

に有効である。

国庫支出金※

千円

2,255

財

②効果

長崎の夜景ブランドの更なる認知度向上が図られ、新型コロナウィルス感染症からの「復

活期」に向けて、国内外の観光客やインバウンドの誘致及ぴ宿泊客の増加につながる。

県支出金

゛゛、

千円

内

地方債

訳

千円

.

一般財源

※地方創生推進交付金

'

千円

2,470

゛

55
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予算説明書

1 概要

『史跡「出島和蘭商館跡」復元整備計画』に基づき、平成8年度から本格的に取り組んで

いる出島復元整備事業と併せ、企画展の充実等魅力向上を行いながら、国指定史跡の公開活

用を図り、施設の適切な保存を行う。

また、川原慶賀筆屏風「長崎湾の出島の風景」の複製を伶IH乍し、出島において展示・活用

することで出島の史実に基づく価値を高め、新たな魅力とする。

2 事業内容

(1)指定管理に係る経費 113,344千円

ア指定管理者出島VOF(vennootsohap onder Firma:共同事業体を意味するオランダ語)
以下の5者により構成

(ア)代表団体長崎自動車株式会社(長崎市新地町3番17号)

(イ)構成団体長崎バス商事株式会社(長崎市新地町2番10号)

(ウ)構成団体長崎バスホテルズ株式会社(長崎市新地町3番17号)

(エ)構成団体長崎バス建物総合管理株式会社(長崎市茂里町1番55号)

(オ)構成団体長崎綜合警備株式会社(長崎市旭町3番6号)

イ指定期間令和2年4月1日から令和 17年3月31日まで(15年間)

ウ令和4年度の収支算定

出島は完全利用料金制の施設で、本来であれぱ令和2年度の指定の際に指定管理者が提

案していた固定納付金27,500千円を指定管理者が市へ納付するが、新型コロナウイルス感

染症の影響による施設入場者数の減少に伴い、利用料金収入が減少し、施設の運営経費に対

する収入が不足することが想定されることから、固定納付金につぃては全額減額する。

なお、不足する額につ.いては、指定管理委託料として、市が上限額を積算し、指定管理者

が提案した収支に基づき額を決定する。

工令和5年度以降の収支の再算定

令和3年度及び令和4年度上半期の概ね1年6か月の期問における利用実績を踏まえて

再算定を行ったうぇで、指定管理委託料又は固定納付金を改めて決定する。

オ入場者数の推移

7

商工費

項

商工費

目

4

観光費

番号

6-3

事業名

出島運営費

予算額

千円

126,253

167,501

年度

入場者数

平成30年度

532,013

令和元年度

459,147

令和2年度

56

165,191

令和3年度

※1月末まで

(単位:人)



力 令和4年度の指定管理に係る委託料(指定管理者提案) 113,344 千円

内容金額(千円)収支

100,927 給与、社会保険料等

38,368 光熱水費、消耗品費、印刷製本費

2,651 通信運搬費、保険料、手数料等

14,035 エレベーター保守、消防用設備等保守等

1,522 電子複写機器借上料、下水道使用料等

5,861 事業所税等

163,364

50,020 指定管理者の提案額

人件費

需用費

役務費

委託料

使用料・賃借料

その他

合計(A)

収利用料金収入(B)

入

113,344指定管理委託料(A)ー(B)

※なお、利用料金収入が指定管理者の提案額を上回った場合、指定管理者は上回った額を
全額市に納付する。

(2)川原慶賀筆屏風「長崎湾の出島の風景」の複製の制作

470 cm

5,666 千円

概要

平成30年7月にオランダのライデン国立民族学博物館が発見し、新収蔵品とした、川
原慶賀筆屏風「長崎湾の出島の風景」は、現在までに発見されている江戸時代の長崎港図
としては最も大きな資料であり、出島を画面中央に据えて、オランダ船や中国船のほか、
中国貿易の拠点であった新地蔵や唐人屋敷の一部も描かれており、国際貿易港長崎の様子
が見事に描写された傑作である。また制作された年代が明らかであり、長崎の町の歴史を
後世に伝える重要な役割を果たすことから、出島での展示を目的として、屏風の複製を制
作する。

川原慶賀筆屏風「長崎湾の出島の風景」

(ライデン国立民族学博物館所蔵)

イ 事業費

屏風複製制作業務委託

旅費

171 師

5,4腿千円

214千円

支
出



.

゛

ウ活用について

令和4年度に屏風を制作し、出島内で効果的に展示及び活用する。また、シーボルト

来日200周年にあたる令和5年度に、その他記念事業と連携し、 PR効果を高める。

(3)その他の経費 7,243千円

ア企画展開催費(史跡指定100周年展)刀0千円

(ア)内容出島和蘭商館跡が国指定史跡に指定されて100周年の節目を迎えることから

100年間の歩みを振り返り、出島の魅力を紹介する企画展を実施する。

イ委託料(企画展開催に係るものを除く) 2,240干円

(ア)出島表門橋点検計画作成及び点検業務委託 970干円

(イ)十六番蔵収蔵庫嬬蒸業務委託等 1,270千円

ウ施設等修繕料 2,228千円

(ア)カピタン部屋展示品修繕 1,228千円

(イ)指定管理者の修繕料年間上限額を超える修繕 1,000千円

工その他維持経費(旅費、消耗品費、備品購入費等) 2,005千円

3 財源内訳

事業費

※指定管理施設特定収入 104,430千円、模写等使用料1千円

4 事業実施の必要性とその効果
(1)必要性

文化財保護法に基づき、国指定史跡「出島和蘭商館跡」を適切に保存し、効果的に活用し、
長崎市の魅力として後世に広く伝えていく。

千円

126,253

国庫支出金

千円

( 2)効果

世界的に重要な役割を果たした出島の文化的価値を、長崎市民をはじめ、'国内外に広め、
市民の地域への愛着と誇りが高まり、市外から長崎を訪れたい魅力として発信される。

県支出金

財

千円

源

地方債

内

千円

その他.※

訳

千円

104,431

一般財源

千円

21,毅2

58



頁

234

235

予算説明書

款

1 概要

令和4年に隠元禅師の350年大遠忌を迎えるのに合わせて、隠元禅師によって日本全国に伝

えられた黄壁文化を紹介する特別企画展「長崎の黄樂一隠元禅師と唐寺をめぐる物語一」(仮

称)を長崎歴史文化博物館において開催し、その経費の一部を負担する。

※本企画展は令和2年度の興福寺開創400年に合わせて開催する予定であったが、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のため、令和4年度に延期となったもの。

7

商工費

項

商工費

目

4

観光費

2 事業内容

①企画展仮称長崎の黄壁一隠元禅師と唐寺をめぐる物語一

②実施期間令和4年10月15日~11月27日 41日間

催長崎県、長崎市、長崎歴史文化博物館③主

④観覧料一般800円(予定)

⑤展示内容

ア序章隠元渡来前夜

番号

6-26

事

長崎歴史文化博物館

特別企画展負担金

業

59

名 予算額

中国の高僧であった隠元が長崎へ渡るに至った背景や、後に日本中に広まることとなる

黄緊禅の日本における初期の受容を紐解くべく、隠元が長崎に渡来する以前の長崎の様子

を紹介

イ第1章隠元禅師の渡来

,

千円

10,000

.

長崎の僧俗による熱心な招請に応え来日した'急元が使用した品々や渡来僧の墨蹟などを

中心に、隠元の人となり、魅力を明らかにしながら、来日の意義と功績を紹介

ウ第2章隠元禅師のもたらしたもの

今なお身近な暮らしの中に息づく黄壁文化が日本で受容された様相について紹介

工

近年の調査によって見出された唐寺(興福寺、崇福寺、福済寺、聖福寺)の寺宝を中心

に、「長崎ならではの黄樂文化」について紹介

オ第4章花開く黄壁文化

第3章 崎の黄壁一唐寺の寺宝

日本の各所に伝わる美術品を中心に、黄壁禅とともに伝わった中国の文化が日本でどの

ように広まり、「黄壁文化」として花開き、今に息づいているのかを紹介



⑤ 場 長崎歴史文化博物館3階企画展示室(第1室~第4室)

企画展示室
(第 3 室)

⑥展示点数

企画展示室

(第 2

企画展示室

(第4室)

口

木像、絵画、書など約 160点(予定)

企画展示室

(第 1 室)

観覧料・物販収入

千円

フ,882

県1:長崎市1

柚
ロビー

隠元騎獅像 開祖林公瑛一官絵像

⑦入場者見込数 約 15,000 人

⑧事業費

負担額 (※)
総事業費

長崎県 長

千円 千円

27,認2 10,000

※負担割合は「長崎歴史文化博物館の運営に関する協定書」

<事業費内訳>

・調査打合せ 1,360 千円

・輸送費 8,700 千円

借用資料の運搬費、保険代

〆
,

、
戸"

香炉(逸然銘)

,

崎市

千円

10,000

に基づき、

会

ー
゛
・
サ
ゐ
門

打
、
.
亀
鰯
ず
コ

免
,
乙
、
'
再

竜
鞄
輩
鼎
U
ι
才
い

、 {

,
,



6,940 千円・会場設営費

作品展示撤去費、展示室壁面造作、キャプション

4,000 千円・広報費

パンフレット、ポスター、チラシ作成ほか

・レセプション・関連行事経費 3,250干円

1,946 千円・監視員

1,6部千円・その他

3 財源内訳

事業費

千円

10,000

国庫支出金

パネル製作費ほか

千円

県支出金

財

計 27,能2千円

千円

源

゛

地方債

内

一

千円

その他

千円

一般財源

千円

10,000

61

訳
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235

款

予算'説明書

7

商工費

1 概要

西九州新幹線の開業(令和4年秋頃)に合わせ、現在の総合観光案内所(令和2年3月からは仮

設案内所を供用)を新駅舎1階に移転整備を行う。

2 事業内容

御新総合観光案内所の概要

項

商工費

目

4

観光費

置

供用開始(予定)

番号

場

9-1

所

【補助】観光施設整備事業費
総合観光案内所

事

西九州新幹線長崎駅舎1階〔高架下〕

業

令和4年秋頃

施

観光案内所は、来崎される観光客等をお迎えする玄関口、いわゆる「官亘」と

なる施設となるため、観光情報はもちろんのこと、宿泊や飲食、二次交通情報

など、様々な情報がワンストップで入手できる施設とする。

また、国内旅行者のみならず、訪日外国人旅行者にも円滑に長崎観光を満喫

いただけるよう、常時、多言語での対応を可能とする人員を配置する。

ア面積 約200 市

・案内スペース〔受付、事務スペース等〕

・情報収集スペース〔インターネット環境等〕

・情報発信スペース〔デジタルサイネージ、パンフレットラック等〕

イ人員体制(予定) 4名〔多言語対応〕

名

概 要

予算額

(2)総事業費

千円

36,000

年 度

令和3年度

・ノ、^ド^,肯

工事請負費:66,000千円(繰越額:30,000 千円)

(内装改修・インフォメーションカウンター設置等、

電灯設備等、空調調和設備等)

・ソフト整備

委託料:20,000千円(繰越額:16,548 千円)

(機器一式、什器類、パソコン等事務用品他の導入費)令和4年度

合計

〔総事業費〕

内 金額

86,000 千円

(繰越額

50,000 千円

46,548 千円)

62

36,000 千円

設

容

設



3 財源内訳

令和3年度

当初予算額

令和3年度

繰越明許額

(A)

事業費

令和4年度

債務負担額

令和4年度

当初予算額

(B)

千円

50,000

千円

46,548

国庫支出金

※1

千円

25,000

千円

23,274

合計

(A十B)

千円

36,000

千円

36,000

※1 地方創生推進交付金補助率. V2
※2 一般補助施設整備等事業債充当率:90%(交付税措置率:30%)

、

4 長崎市が目指す総合観光案内所のあり方

(1)これまでの課題

.非常に手狭なため、イベント情報や交通情報など、必要な情報(パンフやボスター等)を掲出す

ることができず、また、「食」なども含め長崎の特産品、素材を紹介するコーナーの設置ができて

いない。

,゛NTO (日本政府観光局)カテゴリーで「カテゴリー2」に位置付けられており、長崎市外も

含め、広域な情報を提供する必要があるが、やはりスペースの問題で十分な情報を提供できていな

い。

観光情報のみならず、タウン情報等についても案内を求められるが、情報の集約ができていない。

ほぼ全ての利用者が窓口を訪れるが、利用者が非常に多く、その対応業務に追われ、電話での対

応が不十分な状況となっており、「電話がつながらない」「電話を取らない」といった苦情が寄せら

れている。

,車いすやべビーカーが設置できない。

・障がいをお持ちの旅行者の方への対応が十分にできていない。

,着地型の体験コンテンツの情報提供、紹介、予約等の機能が不十分である。

(2)新総合観光案内所の目指すべきビジヨン

新総合観光案内所にっいては、令和3年度から取り組んでいる長崎市観光・M ICE戦略に基づき、

「選ぱれる 21 世紀の交流都市」にふさわしい「安全安心'快適な滞在環境機能と訪問者二ーズに即

したワンストップの観光情報発信機能」を有するものとすることで、現状の総合観光案内所の課題解

決を図り、訪問客の利便性と満足度向上を目指す。

【参考】

●観光・ M ICE戦略ビジョン「選ぱれる21世紀の交流都市」~まちは変わる。ひとが、訪

れる価値をつくっていく。

県支出金

財 源

千円

18,000

千円

18,000

千円

千円

82,548

地方債

※2

内

千円

千円

22,500

千円

21,000

千円

41,274

千円

その他

千円

千円

16,200

千円

16,200

.

千円

千円

一般財源

千円

ノ

千円

2,500

千円

2,274

千円

37,200

千円

千円

千円

1,800

千円

1,800

千円

63

千円

4,074

訳



、

、

●観光・ M ICE戦略基本方針・施策

' C-3 DM0を中心としたワンストップの誘客・ M I CE誘致(旅マエ・旅ナカ・旅アトの情穀
発信)

旅ナカにおいては、訪問客が求める観光情報(観光ルートや観光ガイド、宿泊施設、交通アクセ

ス等)や観光コンテンツ等を円滑に提供できるよう、デジタル化等によりワンストップで案内でき

る機能を持った新たな総合観光案内所を長崎駅に設置し、訪問客の利便性と満足度向上を図ります。

安全安心・快適な滞在環境づくりとユニバーサルッーリズムの推進・ B-2 ・ 3

新型コロナウィルス等の感染症対策に継続的に取り組むとともに、多言語対応や視覚的,聴覚的

工夫など、多様な訪問客に対応する配慮によって、誰もが必要な情報を得られる案内を充実させ、
ストレスフリーな滞在と回遊を実現します。

また、長崎空港のUTセンターと長崎市総合観光案内所の連携などにより、ユニバーサルッーリ

ズムの推進に向けて快適な環境づくりを進めます。

(3)新総合観光案内所と現総合観光案内所の機能等の比較

ア体制等

項目

イ

面積

人員体制

主な業務内容

①観光案内全般、②運行情報の提供佛斤幹線、在来線の発車・到着時刻表)

③マップ・パンフレットの配布、④多言語対応できるスタッフの配置

⑤ 2次交通の案内・予約、⑥各種チケット販売、

⑦ガイド紹介(さるく含む)

⑧宿泊施設の案内・予約、⑨着地型旅行商品の販売

⑩ A 1を活用したFAQ (タブレット等使用)、⑪遠隔手話通訳サービス

⑫デジタルサイネージによるイベンド情報・PR動画、⑬情報検索コーナー

⑭コンシェルジュ(きめ細やかな観光案内を行う係員)の配置

⑮ユニバーサル・ツーリズムの受付、⑯車いす・ベビーカーの貸出

⑰スマホ充電設備の設週、⑱災害時情報発信

斬

20o nr

サービス名

4名

24.4 rrr

旧

※仮設案内所20市

3名

新

0

旧

0

0 △

0

64
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利用者動線

☆提供するサービス
や機能

外観(入口、東口側XA)

・新総合観光案内所の顕在化
・案内所で提供するサービスの紹介
・MIOE含イベント開催情報、般光情報
の発信
・出島メッセでの催事の紹介
・災害情報(緊急時)の発信

その他付加機能

☆提供するサービス
や機能

インフォメーションカウンター(B)

〒イスプレイモニター
(案内所内壁面XF)

・多言語での対応(英韓or英・中が話
せること)
・楓光施設、額光名所、イベント情報、
二次交逓情報の案内
※その他軽易なQA対応

・MIOE含イベント開催惰報、観光情報
の発信
・出島メッセでの催事の紹介
・災害情報(緊急時)の発信

デジタルサイネージのイメージ

ディスプレイテーブル&ソファ
&ピクチャーレール(G〕

ハイカウンター(0)

・観光惰報の検索
・スマホ、タブレット等の充電
・観光マップ等の配置

・特産品等の紹介
・お連れの方、番待ちの方の待機場
所の確保
・イベント惰報、観光惰報の発信

卓

ハイテープル、ウオールラック(D)

ディスプレイモニター
(カウンター背面XH)

特産品等の紹介
イベント情報、観光情報の発信

・MIOE含イベント開催惰報、観光惰報
の発信
・出島メッセでの催事の紹介
・災害惰報(緊急時)の発信

コンシェルジュカウンター(E)

・多言語での対応(英・韓or英・中が話
せること)
・観光施設、観光名所、イベント情報、
二次交通情報の案内
・宿泊施設の案内(市内すぺて)・予約
・着地型旅行商品の案内・販売
・チケット等(電車・バスー日乗車券等)
の販売
・充電器、タプレットの貸出
・ガイド紹介
・ユニパーサルツーリズムの受付

事務スペース
(バッウヤード)(1)

・電話、FAX、メールの対応
・事務作業(パンフレット発送、請求書
作成等)として使用
、・会議場所として使用
・休憩場所として使用

・A1を活用したFAO
・遠隔手話通訳サービス
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9 今後のスケジュール(施エスケジュール)

変更前

〔当初スケジュール〕

URから引渡し

工事契約

項目

案内所(高架下)伊用開始

新幹線開業

゛Rから引渡L

工亭契約

工期

案内所(高架下)供用開始

新幹線関業

4月

変更後

〔現スケジュール〕

7月

R3

10月 7月

R4

10月

.

令和4年秋

.
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235

予算説明婁

款

7

商工費

1 概要

出島内には、第1期(平成12年3月完成)復元建造物5棟、第Ⅱ期(平成18年3月完成)

復元建造物5棟、第Ⅲ期(平成28年10月完成)復元建造物6棟が完成しており、他に旧出島

神学校等の明治期の洋館等を含めて、全21棟の建物が存在している。このうち、第Ⅲ期復元建

造物を除く 15 棟の建物については、経年劣化による傷み等が発生しているため、令和元年度

に、年次改修計画を策定した。

この改修計画に基づき、入場者の見学への支障を最小限にとどめること等に配慮しつつ、緊

急度の高い建物から計画的・効率的に改修工事を実施する。

項

商工費

目

4

観光費

番号

11-1

72

事業内容

1)事業費

ア既存復元建造物改修工事設計業務委託 6,000千円

イ既存建物改修工事 90,100 千円

・カピタン部屋(外部塗装、屋根漆喰補修、壁漆喰補修、唐紙補修等)

・乙名部屋(建具改修、雨戸やり替え)

事業名

【単独】観光施酘整備事業費

出島

(2)改修工事の進め方

建物外部の覆いは5か月程度を予定しているが、この間、建物への入場は可能。ただし、

カピタン部屋の内部漆喰補修施工時等は数週間程度ずつ、建物内の一部に入場できない時期
がある。

予算額

3 財源内訳

千円

96,100

事 業 費

千円

96,100

※1は地域活性化事業債充当率90%(交付税措置率30%)
※2は出島史跡整備基金繰入金

国庫支出金

事業実施の必要性とその効果

1)必要性

出島内にある復元建造物及び明治期の洋館等の既存建造物を、文化観光施設として永続的

に活用しながら、入場者の安全確保と建造物の適切な保存を図るためには、経年劣化の程度

を考慮しながら計画的に改修していく必要がある。

千円

県支出金

財

千円

源

地方債※1

内

千円

86,400

その他※2

千円

9,700

一般財源

千円

訳

2
(

4
(



)効果

既存建造物の改修を計画的かつ効率的に実施することで、入場者への危険を回避すると

ともに、出島の街並みを安全で美しい状態に保つことができ、入場者の満足度を向上させ、

ひいては入場者の増加につながると考えられる。

5 今後の改修

年度

令和4年度

画予定

建物等

カヒタン部屋

乙名部屋

旧長崎内外クラブ

水門

乙名部屋

二番蔵

三番蔵

拝礼筆者蘭人部屋

表門

旧出島神学校

北側漆喰練塀

一番船船頭部屋

ヘトル部屋

令和6年度

改修内容

外部塗装、屋根漆喰補修、壁漆喰補修、唐紙補修等

建具改修、雨戸やり替え

外壁補修、建具やりかえ等

外部塗装、瓦漆喰補修等

たたきやりかえ、外部塗装、瓦漆喰補修等

瓦漆喰補修、外壁漆喰補修等

外部塗装、外部板張り補修、瓦漆喰補修等

たたきやりかえ、壁中塗りやりかえ等

外部漆喰塗りかえ、外部塗装等

外壁補修、建具やりかえ、瓦・瓦漆喰補修等

中塗りやり替え、漆喰やりかえ等

外壁漆喰やりかえ、板庇やりかえ等

外部塗装、外壁漆喰やりかえ、板庇やりかえ等

令和8年度

(参考)出島平面図

寺劇

舶■竜

トル甜趣

※令和元年度は、ヘトル部屋、カピタン部屋の2棟実施。

※令和2年度は、一番船船頭部屋、一番蔵、拝礼筆者蘭人部屋の3棟実施。

※令和3年度は、料理部屋、新石倉、旧石倉の3棟実施。(ピンク着色)

Z名痴金

如島昂皿

胡凱

デリ,ノキ

命

粛
所
乙
尋

朗1



【カピタン部屋(平成18年元)】

建具改修

板庇改修

外部板張り補修

外部塗装(木材保護塗料)

1"

唐紙補修

屋根漆喰補修

■写■,冒■

1川川

漆喰壁補修

空調機改修

内部漆喰補修

外部塗装

、、、
、、、

照明設備改修

(L印化)

ベランダ部分

胴差改修

ー
ー



【乙名部屋(平成18年元)】

建具改修

雨戸作替
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予算説明婁

款

7

商工費

1 概要

出島に設置されていたオランダ国旗を掲揚するための旗竿は、当時の出島を象徴する構造物

であり、出島復元整備事業では旗竿の復元を計画しているが、遺構が検出されず、復元ができ

ない。また、往時の旗竿は、大型構造物であったことから、設置にあたっての遺跡への影響等
に配慮した工法の検討が困難な状況にある。

このような状況の中、出島においてオランダ国旗が翻っていた様子を再現し、和蘭商館として

担った国際的な位置付けを顕在化することを目的として、往時の旗竿より簡易な構造物を、旗竿

が設置されていたと推定される位置に設置する。

項

商工費

目

4

観光費

番号

11-2

2 事業内容

(1)令和4年度実施設計業務委託 2,700千円

遺構への影響を及ぽさず、かつ安全性を確保した工法で旗竿を象徴的に再現するための
設計に取組む。

【単独】観光施設甍備事業費

旗竿再現(出島)

事業名

(2)令和5年度設置工事

3 財源内訳

事

予算額

業 費

※地域活性化事業債充当率90%(交付税措置率30%)

千円

2,700

千円

2,700

4 事業実施の必要性とその効果

(1)必要性

・旗竿の再現は、出島の歴史的価値を顕在化し、和蘭商館として出島が担った国際的な役割

を視覚的に現代に伝え、理解促進を図るうぇで有効である。

・旗竿は日蘭交流を象徴する構造物として、いったんは平成8年度に出島の中央部に設置

され、その後、出島内の復元工事の進行に伴い平成24年度に撤去された経緯があり、長年
再設置が望まれている。

国庫支出金

76

千円

県支出金

財

( 2)効果

・出島に新しい魅力が生まれることにより、出島に関する情報が効果的に発信され、来場者
の満足度向上、交流人口の増加につながる。

・オランダと長崎との関係をさらに深めるとともに、シーボルト来日200周年にあたる令和

5年度までの完成を目指すことにより、他事業と連携し、世界に向けて交流都市長崎をアピ
ールする効果を高める。

千円

源

地方債※

内

千円

2,400

その他

千円

一般財源

千円

300

訳



5 その他

(1)スケジュール

年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

( 2 )

内容

旗竿の再構築に向けた検討及び関係機関協議

簡易な旗竿の施設

簡易な旗竿の設置工事

※完成後は、シーボルト来日200周年に係る事業の中でも活用予定

設置場所

一番蔵、二番蔵や絵図面から推定される位置に設置する。

伝川原慶賀筆

イ蔵口蔵

長崎出島之図(19世紀初頭)【長崎大学経済学部附属図書館】

二番蔵

一番蔵

二番蔵

簡易な旗竿

、

、ゞ＼,、,
、

キ
一番蔵

※現在、旗竿の推定位置を石で表示

、

員

、
、



(3)設置イメージ

曹

●酉

皿易

置

^冒曾

0盲^

二番蔵

(約 9m)

1

'

呈

^

r

'

江戸時代のような大型構造物(帆船のマスト状)ではなく、一本の棒状の簡易な旗竿で、

高さは、復元建物の屋根より上部に旗が位置するように(約12~15m。本来の高さの半分程度)
設置する。

簡易な構造物とすることにより、大型の基礎を必要としない工法とし、跡への影響に配慮

する。

周囲の復元建物や河川への倒壊の恐れがないように安全面への配慮を行う。

基礎の埋め方、見え方を検討し、修景に配慮する掲示物などもあわせて検討する。

簡易な旗竿

(約 12m)

直
亭
冒
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237

予算説明'書

款

7

商工費

1 概要

国指定史跡シーボルト宅跡においては、現在、遺構として井戸や石垣等が保存されているが、

鳴滝塾建物の遺構は残されていない。ミュンヘン五大陸博物館所蔵の鳴滝塾模型は、近年、シ

ーボルト直筆の解説原稿が発見され、建物の詳細を知ることができる重要な資料であることが

明らかとなっている。このため鳴滝塾の復元に向けた検討資料として活用するためその模型の

詳細調査及び複製を行う。

また、複製品はシーポルト記念館に展示して、鳴滝塾に関する歴史的価値の顕在化を図る。

2 事業内容

①令和3年度(繰越)

模型複製製作に係る調査・図面作成

項

商工費

目

4

観光費

番号

11-5
【単独】観光施設整備事業費

鳴滝塾模型

事 業 名

②令和4年度模型複製品製作・展示(シーボルト記念館)

令和3年度事業で取得するミュンヘン玉大陸博物館所蔵の鳴滝塾模型のデータをもとに複

製品を製作する。

,鳴滝塾模型レプリカ作成委託費 4,100 千円

予算額

'

3 財源内訳

千円

4,100

゛

事業費

千円

4,100

4

国庫支出金

事業実施の必要性とその効果

①必要性

・鳴滝塾模型は、シーボルト自身が製作させたものであり_、その複製品は、今後、シーボル

ト宅跡における鳴滝塾復元について検討するために欠かせない資料となる。

.当時の様子が具体的に理解できる鳴滝塾模型の複製を製作し展示することば、シーボルト

や鳴滝塾の歴史的価値を顕在化し、理解促進を図るうぇで有効である。

県支出金

財 源

千円

地方債

内

千円

訳

その他

千円

一般財源

千円

4,100

79

円
L

千



効果

郷土の歴史や文化に関する理解を深め、文化財の保存継承についての認識を促す。

シーボルト宅跡、鳴滝塾に関する情報が効果的に発信され、見学者の満足度向上、交流人

口の増加等につながる。

5 その他

(1)スケジュール

模型複製製作に係る調査・図面作成

区

模型複製品製作

分

②参考

・鳴滝塾家屋模型(ミュンヘン五大陸博物館所蔵)

本模型は、国立歴史民俗博物館等が実施した調査(2010年~2015年)で発見されたシー

ボルト自筆草稿中の記述により、江戸後期に製作された鳴滝塾の建物模型であることが確認

されている。主に木材を使って製作されている精巧な模型である。鳴滝塾建物の詳細を把握

することができる重要な資料であり、今後、シーボルト宅跡における鳴滝塾復元にっいて検

討する際の根拠資料のーつとして活用できるものと考えられる。

月 4

令和3年度

7 10

(R3年度Ⅱ月議繰越済

4

令和4年度

7 10

^^^

模型写真
(模型寸法:縦 32.ocmX横 60,4師 X高 57.ocm)
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予算説明婁

7

商工費

1 事業概要

牧島ペーロン体験施設(体験施設棟)にっいては、錆びて腐食が進んでいる箇所が多数見受

けられ、施設の外観に影響が出ているほか、現況を放置した場合、利用者の安全確保に問題が

生じる可能性があり、早急な対応を要する状況となっている。

本施設は、以下の理由により、今後も引き続き健全に運営していく必要があることから、体

験施設棟の建替えを実施することとし、建替えに伴う実施設計及び土質調査を行うもの。

【理由】

①長崎の伝統行事であるぺーロンを体験することができる本施設は、体験型観光メニユーの

1つとして、主に修学旅行で利用されており、平成8年度から令和2年度まで、延べ404,976

人(3,179校)が利用する等、本市における観光業を通じた交流人口の拡大に大きく寄与し

ているほか、ペーロンの保存継承にも役立っている。

②体験施設棟が使用できなくなることは、施設そのものの休止あるいは廃止にっながること

となり、仮に休止あるいは廃止する場合、本市の修学旅行先としての魅力度低下、ひいては、

年間約1万人~2万人の交流人口を創出する機会の減にもつながる。

項

商工費

目

4

観光費

番号

11-6
【単独】観光施酘整備事業費

ペーロン体験施設

事 業 名 予算額

31

2

゛

施設概要

①設置目的:長崎の伝統行事であるぺーロン体験の受入態勢を整備することにより、体験型

修学旅行の誘致促進を図る。

(2)所在地:長崎市牧島町413-39 及ぴ413-40

③体験料.1,500円/人(小学生は 1,300円/人)

④運営管理者:牧島ペーロン保存愛好会

※市と愛好会とで平成13年4月1日付で施設管理に関する協定害を締結

⑤利用者数

千円

11,000

゛

年度

体験者数

(人)

校数

(校)

H26年度

※R元年度及び2年度にっいては、新型コロナウィルス感染拡大の影響により減少。

18,941

H27年度

18,刀6

146

H28年度

128

12,829

H29年度

16,舗2

84

H30年度

120

17,436

R元年度

81

12,刀4

130

R2年度

卯

3,799



,

3 事業内容

①牧島ペーロン体験施設(体験施設棟)建替えに伴う実施設計業務委託(4,891千円)

新築設計、既存解体設計、電気・機械設備設計等

②牧島ペーロン体験施設(体験施設棟)建替えに伴う土質調査業務委託(6,069千円)

ボーリング調査・掘削、標準貫入試験、試験結果解析等

(3)スケジュール(予定)

令和4年4月~10月

令和5年4月~令和6年3月

令和6年4月~

※建替え工事期間中は、体験施設棟以外の棟を使用し、受入人数を絞って供用継続予定

4 財源内訳

事業費

実施設計業務委託、土質調査業務委託

建替え工事※

千円

1 1,000

供用開始

国庫支出金

5 建替え後の建物の規模等(既存の建物と同程度)

①構造:鉄骨造2階建て

②延床面積:約 370rr;

(3)機能:ペーロン船格納庫(6隻程度格納)、事務所、更衣室X2、男女便所、倉庫、

プロパン庫、シャワ一室等

千円

県支出金

財

82

源

干円

6

地方債※

事業実施の必要性と効果

①必要性

体験施設棟は、全体的に老朽化が進行してお'り、ピンボイント、での改修や修繕等では対応

できない状態にあることから、適正な施設運営のため、建替えを実施する必要がある。

②効果

本施設が安全に利用できる施設となり、ペーロン体験のハード面における受入態勢が整う

ことで、体験型修学旅行の更なる誘致促進が図られるとともに、交流人口の拡大につながる。

内

千円

9,900

その他

※地域活性化事業債(充当率:90%)

千円

一般財源

千円

1,100

訳



7 参考
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10

教育費

1 概要

市内各地域の伝統ある優れた郷土芸能の保存・継承を目的として活動する「長崎郷土芸能保存

協議会」に補助金を交付し、長崎郷土芸能大会の開催を通じて郷土芸能の保存・継承を図る。

2 事業内容

①補助金の交付先長崎郷土芸能保存協議会仂口盟団体:50保存会)

②補助対象事業

ア長崎郷土芸能大会開催費(出演団体補助金を含む)

イ後継者育成費補助金

ウ事務費

③主な変更点

ア出演団体数の拡大(令和4年度のみ)

長崎郷土芸能大会には例年5団体が出演している。しかしながら、新型コロナウィル

ス感染症の影響により大会が2年連続で中止となり、令和4年度は3年ぶりの開催とな

るため、加盟団体に対する大会への出演機会の拡大を目的として、出演団体数を拡大し、

11団体の出演を予定している。

(ア)出演団体(予定)

協議会加盟団体 10団体

ゲスト出演団体 1団体(大薩摩黒丸踊保存会:大村市)

(イ)経費

フ,500 千円(750 千円 X I0 団体)出演団体補助金

ゲスト出演団体への謝礼金 600 千円

イ後継者育成贊補助金(新設)

現在、文化財指定の有無にかかわらず、郷土芸能の保存継承が困難になってきており、

令和 2年度をもって活動困難を理由に長崎郷土芸能保存協議会から2団体が退会し、ま

た現在加盟している団体においても、10団体程度が活動休止に近い状況にある。

長崎郷土芸能保存協議会に加盟している団体のうち、市の無形民俗文化財の指定を受

けている7団体につぃては、無形民俗文化財保存育成費補助金として、隔年で団体が行

う後継者育成活動に対し補助金を交付しているが、指定を受けていない43団体への支援

は長崎郷土芸能大会への出演団体補助金に限られるため、当該団体に対しても市指定団

体と同様の後継者育成活動に対する補助制度を新設する。

項

6

社会教育費

目

3

文化財保護費

番号

1 -12

事

長崎郷土芸能保存協誰会

補助金

業 名 予算額

.

千円

1 1,981

85
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(ア)交付予定数

20件

(イ)経費

後継者育成費補助金

交付対象

無形民俗文化財保存育成費補助金

市の無形民俗文化財の指定を受けてい

る団体(7団体)

1,000 千円(50 千円 X20 団体)

補助率

後継者育成活動に必要な経費(指導者

謝礼金、衣装等消耗品の購入費、クリ

ーニング代、会場借上料など)

補助上限額

※市の無形民俗文化財の指定を受けている団体に対しては、後継者育成に係る上記経費以外に
、

も、保存継承のために必要な楽器、機材などの用具等の購入、制作、修繕に係る経費を補助

対象とする制度がある。

④収支予算

1団体あたり 50千円

V2

長崎郷土芸能保存協議会補助金

(後継者育成費補助金)

補助金

長崎郷土芸能保存協議会に加盟して

いる左記以外の団体(43 団体)

広告料収入

前年度繰越金

収 入

同左

11,981 千円

3 財源内訳

同左

100 千円

暑十

188 千円

同左

大会開催

経費

事業費

出演団体補助金

後継者育成費補助金

12,269 千円

千円

1 1,981

支

ゲスト出演団体謝礼金

※地方創生推進交付金 50%

(対象経費:大会開催経費(新幹線開業PR ブース出展事業)10,881千円)

事務費(理事会、総会開催費等)

国庫支出金※

その他

出

予備費

千円

6,541

千円

5,440

県支出金

財

フ,500 千円

計

600 千円

源

2,781 千円

千円

1,000 千円

地方債

内

200 千円

千円

188 千円

12,269 千円

その他

86

千円

一般財源
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4 事業実施の必要性とその効果

(1)必要性

知識.技術の習得や人材育成をはじめとした各地域における郷土芸能の保存・継承活動

を支援するため、経費の助成が必要である。

②効果

「長崎郷土芸能大会」を開催することにより、各地域で保存・継承されてきた郷土芸能

を市民に広く周知することができ、出演団体における保存・継承活動の存続と地域コミュ

ニティの醸成が図られる。

また、後継者育成費補助金を新設することにより、市の無形民俗文化財の指定を受けてい

ない団体に対し、市指定団体と同様の後継者育成活動に対する補助を行うことができ、各

地域における郷土芸能の保存・継承が図られる。

【参考】

1 令和4年度第45回長崎郷土芸能大会開催概要

日時:令和4年9月25日(日) 9:30~16

場:市民会館体育館
^
^

入場料:無料

1,120人

2 長崎郷土芸能大会開催実績

年度

.

平成29年度

(第 42 回)

開催日・開催場所

平成 29年10月1日

市民会館体育館

(予定)

30 ※例年は13

平成30年度

(第 43 回)

出演保存会

・長崎シャギリ

・馬場本浮立

・高浜八幡神社大祭奉納相撲
・横尾だんじり

,住吉コッコデショ

(台風接近のため中止)

令和元年度

(第 44 回)

00~16:00

(式見)・安珍清姫

(中央)・長崎明清楽

(東長崎)・間の瀬狂言

(東長崎)・蠣道浮立

・長崎半島樺島ハイヤ節哩〒母崎)

※大会中止のため、出演予定団体を記載

※令和2年度及び3年度は新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止

令和元年9月29日

市民会館体育館

け也区名)

(東長崎)

(東長崎)

哩〒母崎)

(西浦上)

(西浦上)

来場者数

・矢上平野浮立

・相川町月の輪太鼓

・長崎半島樺島ハイヤ節

'中尾獅子浮立と唐子踊

・滑石竜踊

1,860 人

(東長崎)

(式見)

(野母崎)

(東長崎)

(西浦上)

87
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10

教育費

1 概要

明治41年の建設以来、大規模な修理等がなされておらず、地盤沈下や建物の傾斜、外壁の

劣化等が進行している旧長崎英国領事館にっいて、全体にわたる本格的な保存修理及ぴ耐震補

強工事を実施するとともに、公開活用に必要な防災施設等を整備する。

<建物>

本館煉瓦造2階建桟瓦一部銅板葺建築面積464.70市

附属屋煉瓦造平屋建桟瓦一部鉄板葺建築面積109.4rr;

職員住宅煉瓦造・木造2階建桟瓦一部鉄板葺建築面積2相.70が

2 事業内容

①保存修理、耐震補強工事

項

6

社会教育費

目

3

文化財保護費

番号

3-1

事

【補助】文化財保存整備

事業費国指定重要文

化財旧長崎英国領事館

業

事業期間:平成27年度~令和7年度

令和 4年度:300,000 千円

本館:屋根復旧、外壁補修、木造作復旧、左官下地復旧、建具復旧

附属屋:外壁補修、木造作復旧、左官下地復旧、建具復旧

職員住宅;左官仕上復旧、鋼管杭打設、基礎補強

②防災施設整僅(公開活用に必要な整備)

事業期間:令和3年度~令和7年度

令和4年度:0千円

(3)活用施設整備(公開活用に必要な整備)

名 予算額

千円

302,.500

事業期間:令和3年度~令和7年度

令和4年度: 1,500千円

エレベータ及び通路屋根基礎工事

④その他(敷地境界確定に係る業務委託)

事業期間:令和4年度

令和4年度: 1,000千円

88



3 事業実施の必要性とその効果

①必要性

旧長崎英国領事館においては、創建以来、本格的な保存修理が行われておらず、劣化した本

館、附属屋、職員住宅などの建造物及び石塀等の工作物を含む全体の保存修理、耐震補強工事

等を行い、その保存と活用を図る必要がある。

②効果

長崎港に面する重要伝統的建造物群保存地区内にある重要文化財で、景観の主軸となる建造

物等の適切な維持管理が図られ、国民の財産として後世に継承することができる。

4 財源内訳

区分

保存修理

防

事業費

活

災

300,000

その他

用

国庫支出金

.

※1 国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金補助率:50%(建造物保存修理)

※2 観光拠点整備事業(文化観光充実のための国指定等文化財磨き上げ事業)

補助率:55%(上限 5,000 万円)

※3 指定文化財保存整備事業補助金補助率:国庫支出金を除く2/5

※4 合併特例事業債充当率:95%(交付税措置率 70%)
f

※5 一般補助施設整備等事業債充当率■0%(交付税措置率 30%)

※1

150,000

0

1,500

財

゛

県支出金

1,000

源

302,500

※2

825

※3

フ,500

内

地方債

訳

150,825

(単位:千円)

※4

142,500

一般財源

フ,500

※5

600

0

143,100

75

1,000

1,075

89
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5 活用の検討

旧長崎英国領事館修理委員会(長崎市伝統的建造物群保存地区保存審議会が設置する小委員

会)の意見を踏まえ、令和元年度から令和2年度にかけて保存活用計画を策定した。

<旧長崎英国領事館活用の基本方針>

・重要文化財としての価値や歴史に関する情報を発信

・領事の仕事や生活に関する情報を発信

・芸術の発信、人々の交流拠点

①本館

1階英国領事館の価値や歴史に関する情報を発信

2階野口彌太郎に関する展示(絵画、資料、アトリエ展示等)

②附属屋及ぴオープンテラス

英国の雰囲気を体感でき、飲食を提供することも可能な交流・憩いの場として活用

③職員住宅

ミュージアムショップ、貸室等として多目的に活用

6 長崎居留地歴まちグランドデザイン

長崎市歴史的風致維持向上計画の重点区域の範囲(東山手・南山手区域)において歴史的資

源を生かしたまちづくりに官民協同で取組み、地域の歴史的風致の維持向上を図ることで持続

可能な地域を実現するため、将来像とその実現のための基本的な方向性を示すことを目的とし

て計画を策定している。(令和3年11月)

<旧長崎英国領事館の位置付け>

暮らし・賑わいゾーンにおける陸のゲート

・観光案内やガイドの拠点などの来訪者のゲートウェイ機能

・重要文化財建造物の魅力や歴史を伝える情報発信機能

・当時の領事の仕事や生活を追体験できる展示機能

・区域全体の歴史文化や芸術等の情報発信機能

・魅力的な物販・飲食やワークスペース等の多様な機能が集積した地域活性化"

交流拠点機能

・英国との国際交流の歴史を生かしたコンテンッの創出

90



【参考】旧長英国領事館

平面図
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2 建物外観

.

^

,

本館

3

職員住宅(煉瓦棟)

沿革

明治41年

昭和 17年頃

昭和30年

昭和32年

平成元年3月31日

平成2年3月19日

平成元年度~平成2年度

平成3年度~平成4年度

平成5年4月

平成 19年3月

平成23~平成24年度

平成26~平成30年度

平成30年度(3月)

令和元年度(9月)

令和3年3月

附属屋

旧長崎英国領事館現在地に竣工

英国領事館閉鎖

長崎市買収

長崎市立児童科学館設置

長崎県有形文化財指定

国重要文化財に指定(県指定有形文化財解除)

職員住宅保存修理工事実施

美術館として活用するため保存整備工事実施

長崎市野口彌太郎記念美術館として開館

長崎市野口彌太郎記念美術館を移転し閉館

保存修理事業(建造物の破損調査及び構造補強方針策定)

保存修理第1期工事実施

保存修理第2期工事に着手

保存活用計画策定に着手

保存活用計画策定

職員住宅(木造棟)



旧長崎英国領事

事業年度平成27年度平成28年度平成29年度平成30年度令和元年度

継続費

4 7 10 1 4

千円

150,000

7 10 1

千円

500'000

(物解
:1,17,

1

保事

決

4 7 10 1 4

千円

400,000

土.

、

67 6 0 (期

設、監務 a 事)

"゛.0,00.' 0
冒匡翌屋■皿

(2,411,000)

7 10 1 4

千円

450,000

根ぴ工
H2 9,4~ 3

2

J

保存整備事(スケジュール)

令和2年度令和3年度令和4年度

7 10 1 4

千円

400,000

12.8)

期

7 10 1 4

千円

400'000

工②

算:.0 1,20円(期 30.2.1 ~ 31,20

防災

活用

展示

その他

27.2.2

■冒皿

^

7 10 1 4

千円

400,000

31..20

7 10 1 4

千円

300,000

2

令和5年度

.

7 10 1 4

千円

300,000

設、監

算

構強、保修

4 百円工:31

令和6年度令和7年度

務(2

47

7 10 1 4

千円

300,000

事)

(間:

t

契、

7 10 1

千円

311,000

313.2 ~フ.9.0)契額 46.

計

千円

3,911,000

0円( r :R

・・活計

予:約9
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9.4

(1,500,000)
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頁

288

289

款

予算説明婁

10

教育費

1 概要

旧オルト住宅は、タスカン風列柱のべランダ中央に切妻屋根のぺディメントを持つポーチが

あり、軒高の高い堂々たる偉容で、幕末明治期洋館遺構中の最も秀でた建物で、昭和47年5月

15日に国の重要文化財に指定されている。しかし、前回の保存修理工事から約40年が経過し、

建物各所で経年劣化が進行している。

また、令和元年度から2年度にかけて実施した耐震診断により、部分的に耐震補強が必要で

あることが判明していることから、耐震補強を含む保存修理工事を行うもの。

項

6

社会教育費

目

3

文化財保護費

2

番号

事業内容

(1)建物概要主屋木造及び石造平屋建桟瓦葺建築面積504.1rr;

付属屋煉瓦造平屋建桟瓦葺建築面積108.1rrr

倉庫煉瓦造平屋建桟瓦葺建築面積12.5rr;

②実施内容保存修理・耐震補強工事

ア保存修理工事(主屋・付属屋・倉庫)

⑦屋根瓦の葺き替え

(イ)外部;石・煉瓦の含,浸強化処理、建具等の塗装改修

(ウ)内部:漆喰改修、天井及び壁の紙貼改修、建具等の塗装改修

床板改修

イ耐震補強工事(主屋・付属屋)

⑦煉瓦煙突の補強(鉄筋挿入)

(イ)石柱の柱頭及び柱脚補強(ダボ埋込・水平ブレース設置)

(ウ)外部石壁補強(石積み頂部を内部軸組へ緊結)

①土壁下土台補強(足固め)

(オ)煉瓦躯体の補強(鉄骨補強・アラミドロッド目地置換)

令和4年度

設計監理業務委託

仮設工事(一部)

③実施期間令和4年度~令和7年度

(4)事業贊令和4年度 13,000千円

工事費 6,402千円

委託費 4,169千円

委員会費等 2,429千円(旅費を含む)

3-2

事

【補助】文化財保存整備

事業費国指定重要文

化財旧オルト住宅

業 名 予算額

千円

13,000

94



3 財源内訳

事業費

※1 国宝重要文化財等保存整備費補助金補助率:ν2 (補助対象経費 10,700千円)

※2 指定文化財保存整備事業補助金補助率;国庫支出金を除く2/5

※3 一般補助施設整備等補助事業債充当率:90%(交付税措置率:30%)

4 事業実施の必要性とその効果

(1)必要性

以前の保存修理(昭和 54年終了)から約40年が経過し、建物の劣化が進んでいる状況の

中、平成26年度には保存活用計画を策定しており、旧オルト住宅の適切な保存管理と公開活

用を図るため、同計画に基づく本格的な保存修理及び耐震補強工事を行う必要がある。'特に、

多くの観光客等が来訪する施設であり、安全性確保のうぇで早急な事業実施が求められる。

(2)効果

文化財建造物の適切な維持管理が図られ、国民の財産として後世に継承することができる。

千円

13,000

国庫支出金※1

千円

5,350

財

県支出金※2

1

源

亘■■

千円

2,140

内

地方債※3

5 スケジュール

<旧オルト住宅保存修理事業>

千円

4,900

.

一般財源

H25

.

H26

千円

610

、

H27

成

H28 H29

存活用

H30 R.元 R2 R3

■亜至

令和

耐震珍断

■■

R4 R5 R6 R7

設ー'睡声
保 修理

95

耐震キ 強工事

■巨

訳

疋策画

事
業
内
容

年
度



6 建物外観

ア主屋(西倶D

ウ付属屋

イ 主屋(南側)

7 沿革

文久 3年(1863)

慶応元年~明治元年

明治36年~昭和16年

工 倉庫

昭和45年

昭和47年

昭和49年

昭和52年~54年

平成25年~26年

令和元年~令和2年

オルト商会社員シムソンとべッドウェルが南山手 14 番地を借

地

オルトー家が居住

リンガーが購入し、長男フレデリック・E・E・りンガーー家が

居住

長崎市が取得

重要文化財の指定を受ける

グラバー園オープン

保存修理事業(半解体工事)

保存活用計画策定

耐震診断実施



第2表
ページ

328~329

1 継続費の目的

旧オルト住宅は、昭和 50年度から昭和 52年度に行った大規模な修理から 40年余り経過し

ており建物の随所に劣化がみられることから、耐震補強工事を含めた保存修理工事を実施する。

当該事業にっいては、建物を部分的に解体し格納したうぇで復原を行い、保存修理・耐震補

強を行うものであり、建造物等の解体状況に応じ、計画的かっ段階的に事業を行っていかなけ

れぱならないため、令和4年度から令和7年度までに係る事業費について、継続費を設定する

もの。

二会計年度以上にまたがる事業について、所要経費の総額を定めるととも※継続費とは ■■■

に、継続期間に従って各年度の年割額を定め、予算として議決を経るもの。

文化財保存挫備事業

国指定重要文化財旧オルト住宅

継続費

事 項

2 継続費の内訳

期

監理費

令和4年度

~令和7年度

事業年度

間

令和4.年度

令和5年度

総事業費

令和6年度

.

事業費

令和7年度

千円

600,000

10,700,000

総事業費

※令和5年度~令和7年度については予定金額である。

(わ工事内容

ア重要文化財旧オルト住宅の主屋、付属屋、倉庫の保存修理、耐震補強工事

.

205,600,000

239,800,000

工事費

143,900,000

(2)設計・監理業務内容

ア重要文化財旧オルト住宅の主屋、付属屋、倉庫の工事監理。

イエ事中の痕跡調査等に基づく設計変更や現状変更許可申請書の作成。

ウ委員会運営に対する支援業務

600,000,000

6,402,000

185,559,000

内

224,202,000

131,436,800

547,599,800

4,169,000

19,800,000

単位:円

15,510,000

その他

12,375,000

51,部4,000

129,000

241,000

部,000

.

88,200

546,200
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3 財源内

財源内訳
事業
事業費国庫支出金県支出金 地方債

年度
※3※2※1

10,700 2,8002,1405,350R4

205,600 10,300 92,500102,800R5

239,800 12,000 107,900119,900R6

143,900 フ,250 64,70071,950R7

・十 600,000 31,690 267,900300,000

※1・・国宝重要文化財等保存整備費補助金補助率.ν2

※2・・・指定文化財保存整備事業補助金補助率.国庫支出金を除く2/5

※3・ーー般補助施設整備等事業債充当率.90%(交付税措置率30%)

98

*指定文化財保存整備事業補助金の詳細

<年度事業費が1億円未満の場合>

<年度事業費が1億円以上の場合>

国支出金(②)

V2 (50%)

その他

単位:千円

一般財源

年度業(①)

410

国支出金(②)

V2 (50%)

支出金(③)

国庫支出金を

除く 2/5 (20%)

*

年度

410

市負担

地方債

①一②一③X90%(27%)

(①)

市負担

地方債

①一②X90%(45%)

真水負担(31

市負担

(18.9%)

交付税措置

(13.5%)

5%)

支出金

2/5 (12.6%)

市負担(3%)

県支出金 2/5 (2%)

一
一
一
一
一

般
逃
一
財
B

般
塾
一
財
伍 )



頁

288

289

款

予算説明書

10

教育費

項

1 概要

国選定重要伝統的建造物群保存地区における伝統的建造物の保存修理等事業に対し、長崎市

伝統的建造物群保存地区保存条例第11条の規定に基づき、事業費の一部にっいて補助を行うも

の。

6

社会教育費

目

3

文化財保護費

2 事業内容

伝統的建造物群保存地区内の特定された伝統的建造物の保存修理等事業に対する補助。

(伝統的建造物補助率:対象事業費の2/3)

対象事業

(1)マリア園(南山手):伝統的建造物の保存修理・耐震補強工事

<建物>

建築年月日明治31 a898)年

特定年月日平成2年10月23日・(伝統的建造物)

H 30年度:耐震診断・設計 25,855千円(総事業費 38,783千円)

R 元年度:耐震設計・工事 37,567千円(総事業費 56,351千円)

30 182千円(総事業費 45,274千円)

番号

4

3

事

【補助】文化財保存整備亭

業費補助金

伝統的建造物群保存地区

業 名 予算額

'

J

千円

93,623

R 2年度:耐震補強工事

3

R 3年度:耐震補強工事

R 5年度:耐震補強工事

事業スケジュール

R 4年度:耐震補強工事

区分

年度・月

耐震診断・設計

(繰越:令和3年2月補正)

91,948 千円侍怠事業費 137,922 千円)

外壁修理工事

耐震補強工事

※令和6年開業予定

H 30

(繰越:令和3年11月補正)

7

86,066 千円(総事業費 129,100 千円)

376,930千円(総事業費騎5,3鮖千円)「予定」

11 3

R元

7 11 3

R2

^

11

庄棚議T-

3

■■匝

R3

7

■■宜■■闇

11 3

胃胃胃

99

R4

7

圏■

11 3

R5

7 Ⅱ



.

.

(2) A氏宅(南山手):伝統的建造物の保存修理工事

<建物>

建築年月日明治中期

特定年月日平成2年10月23日(伝統的建造物)

R 4年度:保存修理工事

(3)、日氏宅(南山手):伝統的建造物の保存修理工事

<建物>

建築年月日明治中期

特定年月日平成2.年10月

R 4年度:保存修理工事

1 615 千円(総事業費 2,422 干円)

(4) C氏宅(南山手):伝統的建造物の保存修理工事

<建物>

建築年月日明治中期

特定年月日平成2年10月23日(伝統的建造物)

R 4年度;保存修理工事

23日(伝統的建造物)

1.538 千円(総事業費 2,307 千円)

46β13

4 財源内訳

補助対象

マリア園

A氏宅

総事業費
①

B氏宅

4,404 千円(総事業費 6,607 千円)

0氏宅

予算計上額
②

129,100

2,422

計

※1

国庫支出金
(5/1の

※1

(2/3)
86,066

2,307

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金補助率V2

(重要伝統的建造物群保存地区保存事業)

指定文化財保存整備事業補助金補助率ν5※2

(2/3)
1,615

財.源内訳

6,607

140,436

(2/3)
1.538

県支出金

(2/1の

※2

43,033

(2/3)
4,404

807

一般財源
(3/1の

93,623

17,213

769

2,202

事業者(主)
負担額
①一②

323

25β20

46,811

308

880

485

100

18,724

43,034

461

ノ

1β22

807

28,088

769

2,203



5 業実施の必要性とその効果

(1)必要姓

.東山手・南山手伝統的建造物群保存地区内の伝統的建造物は幕末から大正時代に建設され

たものであり、定期的な維持補修や、建物の活用状況に伴う耐震対策等が必要である。

伝統的建造物群保存地区を後世に継承するために、民間所有の伝統的建造物の適切な修理

や整備を行ううえで、費用の助成が必要である

(2)効果

国選定重要伝統的建造物群保存地区の長崎市東山手・南山手伝統的建造物群保存地区にお

ける建造物等を保存整備することで、後世に継承することができる。また、修理費用の補助

や技術的支援などにより、所有者の理解と協力を得ることができる。

6 位置図等

C氏宅

マリア園

松が枝駐車場

B氏宅
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頁

290

291

款

予算説明書

10

教育費

1 概要

国指定文化財、長崎県指定文化財、または長崎市指定文化財の民間所有者が実施する保存整備事

業(修理)に対し、事業贊の一部を補助するもの。

項

6

社会教育費

目

2 事業内容

3

文化財保護費

番号

6 -1

文化財名称

①国指定重要文化財聖福寺4棟

(大雄宝殿・天王殿・鐘楼・山門)

事

【単独】

補助金

業

文化財保存整備事業費

各種文化財

②国指定史跡小菅修船場跡

名

③県指定有形文化財

晧台寺仁王門

④市指定有形文化財

黄緊開祖国師三幅対

予算額

ア事業期間(予定)令和2年度~令和11年度

イ令和4年度整備内容

(大雄宝殿)耐震診断、素屋根組立・解体

(山門)耐震診断

⑤市指定史跡上野(彦馬)家墓地

千円

17,709

主な事業内容

⑥市指定史跡

浦上村渕庄屋志賀家墓地

ア事業期問(予定)令和4年度~令和5年度

イ令和4年度整備内容曳揚げ機小屋の耐震補強等工事

⑦市指定天然記念物

滑石大神宮社叢

ア事業期問(予定)令和4年度~令和8年度

イ令和4年度整備内容保存整備工事

⑧市指定天然記念物

松森神社のクスノキ群

ア事業期間(予定)令和4年度

イ令和4年度整備内容修復及ぴ表具新調

3 事業実施の必要性とその効果

(1)必要性

民間所有の指定文化財を後世に継承するため、適切な保存修理、整備を行う必要がある。

ア事業期間(予定)令和4年度

イ令和4年度整備内容石積復旧修繕

ア事業期間(予定)令和4年度~令和5年度

イ令和4年度整備内容樹木の伐採、石積等保存整備

ア事業期間(予定)令和4年度

イ令和4年度整備内容社叢高木 (5本)の剪定

ア事業期間(予定)令和3年度~令和8年度

イ令和4年度整備内容クスノキ(1本)の剪定

104



②効果

長崎市の貴重な文化遺産の保存・活用が適切に行われる。

4 財源内訳

補助対象

(1 )

聖福寺4棟

①

総事業費

②

小菅修船場跡

②(※1)

国庫支出金

③

晧台寺仁王門

130,000

(4)

黄壁開祖国師

三幅対

110,500

※a7/20)

36,499

③(※2).

県支出金

(5)

上野(彦馬)家

墓地

4,000

18,249

(1/2)

6,500

(1/2の

④(※3)
市予算額

⑥

浦上村渕庄屋

志賀家墓地

3,630

⑦

滑石大神宮

社叢

゛

6,083

(1/6)

4β75

(3/80)

2,156

一般財源

(単位:千円)

⑧

松森神社の

クスノキ群

'

2,000

事業者(主)
負担額

①・②・③・④

4,562

(ν8)

3,410

4,875

1,000

a/4)

4,029

4,562

升

※1

8,125

1β15

(ν2)

1,320

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金補助率ν2

*事業者の事業規模指数に応じ補助率の加算仂Π算率上限35%)

指定文化財保存整備事業補助金補助率 V2以内

(国庫補助対象事業は対象事業費から国庫補助額を減じた額のV3以内)

市指定文化財等保存整備事業補助金補助率ν2以内

(国庫補助対象事業は対象事業費から国庫補助額を減じた額のV4以内)

1,000

※2

フ,605

185,044

1,078

(1/2)

1,815

※3

1,000

1,705

(1/2)

128,749

1,078

1,815

2,014

(1/2)

1,705

14,583

1,078

660

(1/2)

2,014

1,705

17,709

660

2,015

17,709

660

24,003
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5 現況

(1)国指定重要文化財 聖福寺4棟(建造物の劣化・破損)

大雄宝殿(正面全景)

(2)国指定史跡小菅修船場跡

鐘楼(北側面全景)

天王殿(背面全景)

史跡内曳き揚げ機小屋(正面)

山門(正面全景)

煉瓦壁面のクラック

一
一
一

牲
1



(3)県指定有形文化財晧台寺仁王門(蟻害による建造物の傾斜)

(4)市指定有形文化財黄壁開祖国師三幅対

正面全景

左の画像は中幅の現況、右の画像は右幅の現況(左幅もほぼ同じ状態)

(5)市指定史跡上野(彦馬)家墓地(墓碑の土台石積みに孕み出しが生じている)

側面全景

倉
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郷
吹

t
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懇
e
剛
奈
吸

ι
1



(6)市指定史跡浦上村渕庄屋志賀家墓地(高木により石塀・石段が傾いている)

※応急措置として倒壊を押さえてぃる

(フ)市指定天然記念物滑石大神宮社叢(参道や建物の上まで樹木の枝が突出しており危険)

唖W雫導電^"
(8)市指定天然記念物松森神社のクスノキ群(近隣民家の上まで枝が突出しており危険)

度実施予定向

③

松森

母

⑤.'4
②

0

、

す

、、

,

゛

^

</

一
易
、
、
、
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頁

290

291

予算説明書

款

10

教育費

1 概要

国指定史跡「出島和蘭商館跡」(以下、「出島」という。)の発掘調査により出土した遺物

の分類や、整理検討を行う。

また、昭和44年(1969年)から始まった、出島の発掘調査にっいて、史跡地内の主だった発

掘調査が終了している現段階をーつの区切りとして、「特別史跡」及び「重要文化財」の指定
を目指し、これまで蓄積された発掘調査の成果を総合的に分かりやすく集約した総括報告書の
作成に取り組む。

2 事業内容
(1)総括報告書の作成 5,818千円
ア内容

,出島において、発掘調査ごとにまとめられた成果にっいて、、検出遺構、出土遺物それぞれ
に膨大なデータの蓄積、分析成果が認められているため、情報の抽出を行い、時代区分に
そって全体像がわかるように編集し、出島の学術上の価値を具休的に示す。
.報告書の作成にあたり、遺構にっいて、昭和から平成の始め頃までの遺構図は手害きで、
また、初期の報告では原稿、図や写真がデータ化されていないため、必要な情報をデータ
化する。
.現在までに、70万点を超える遺物が出土しているが、そのうち特に貴重な出土品約1,500点
を重要考古資料として選択し、基礎的なデータを整理する。
.「概要及び遺構編」と「遺物及び総括編」に分けて概ね4か年を目途に作成する。

イ作成のスケジュール(予定)

項

6

社会

教育費

目

4

出島

復元費

番号

2

事業名

遺構調査及び遺物整理費

遺物及び総括編

109

予算額

゛

ー゛

年度

令和3年度

'

千円

フ,116

令和4年度

〒テ手呈

令和5年度

作成
検討

令和6年度

・総括報告書の編集方針検討
・基礎的データの収集、不備などの精査

令和7年度

,遺構等データの作成・編集、・遺構図面作成

作成

・遺物の整理

ウ事業費

(ア)人件費(遺構及び遺物整理作業員2名)4,刀2千円

9鮖千円(イ)遺構図面作成業務委託

51千円(ウ)消耗品費

・「概要及び遺構編」編集・校正、刊行
・遺物の整理

概要

・遺物等データの作成・編集、遺物図面作成
・遺物の整理
・「遺物及ぴ総括編」
・遺物りストの作成

編集・校正、刊行
・整理

成果物

概要及び遺構編



.

、

'

、

(2)遺構調査及び遺物整理 1,298千円

ア内容

これまでの発掘調査により出土した遺物の分類と整理検討を行う。また、劣化の危険が
ある遺物について保存処理を行う。

イ事業費

(ア)委託料(出土遺物保存処理業務委託等) 4刀千円

(イ)その他維持経費(埋蔵整理作業所光熱水費、消耗品費等) 821千円

3 財源内訳

事 業

※1 埋蔵文化財緊急調査費国庫補助(補助率:50%)

※2 保険料個人負担金

4 事業実施の必要性とその効果

(1)必要性

・総括報告書を作成し、出島の総合的な価値づけを行い、出島の学術上の価値を後世に正しく
継承する。

・文化庁は、国の「史跡」や「特別史跡」に関して、総合的でわかりやすく、その価値を具体的

に示す総括報告書の整備・充実を求めているが、出島はこれまで総括的な集約を行っていない
ため必要とされる整理となる。

'概ね出島中央部までの工事が終了し、史跡内の復元事業の終期計画の検討に入るこの時期に

作成することが適切であり、現時点における課題の抽出と今後の整備・活用の方向性を明らか
するための重要な資料となる。

( 2)効果

"出島の発掘成果を分かりやすいものとし、今後の復元整備や魅力ある展示、情報発信に活用
する。

・事業区分が異なる隣接地点をっなげて偏瞰的に遺構の検討を行うことにより、これまでの調
査では報告されていなかった成果を浮き彫りにすることが可能となる。

"出島の発掘調査に関する膨大な情報を集約し、データ化することで、WEB上で公開が可能

となり、国内外の歴史研究に寄与するとともに、他にはない長崎独自の魅力として出島を
広く発信することができる。

・総括報告書の作成により、「特別史跡」及ぴ「重要文化財」の指定を受けることができれぱ、
出島の学術的価値が特に高い二とが国に認められ、さらに市民の地域への愛着と誇りが高まり、

市外から長崎を訪れたい魅力として発信されることにつながる。

費

千円

フ,116

国庫支出金※1

千円

2,898

財

県支出金

110

源

千円

地方債

内

千円

その他※2

千円

16

一般財源

千円

4,202

訳



5 その他

(1)今後のスケジュール(予定)

総括報告書の作成に取組む中で、「特別史跡」及ぴ「重要文化財」に必要とされる出島の学術
的価値を集約する作業を行い、都度、文化庁等の助言や指導を受けながら「特別史跡」及ぴ
「重要文化財」に関する意見具申の準備を進める。

総括報告書の作成作業

概要及び遺構編発刊

年度

文化庁等の助言・指導

遺物及び総括編発刊

史跡の価値付け・意見具申準備

特別史跡の指定(※)

(※)特別史跡及び重要文化財の指定は文化庁の決定事項となるため時期は未定。

(2)「特別史跡」及び「重要文化財」について
ア「特別史跡」とは

重要文化財の指定(※)

令和4

特別史跡

令和5 令和6

史跡

.

・特別史跡(63件※)
史跡のうち、「学術上の価値が特に高く、日本の文化の象徴たるもの」
を国が特別史跡に指定。県内の特別史跡は2件。原の辻遺跡(壱岐市)、
金田城遺跡(対馬市)。

・史跡(1,795 件※)

遺跡のうち、「日本の歴史の正しい理解のために欠くことができず、
かっ、その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において、学術上価値の
あるもの」を国が史跡に指定。

・遺跡
過去の人々の生活・活動を示す痕跡をとどめている場所。

貝塚、古墳、城跡等。

令和7

遺跡

.
゛

令和8以降

'

昂

.

※数字は、文化庁HP 「国指定文化財等データベース」(令和4年1月末時点)

「重要文化財」とは

建造物、美術工芸品、考古資料、歴史資料等の有形文化財のうち、歴史上・芸術上価値
イ
=

の高いもの、または、'学術上価値の高いものとして、文化財保護法に基づき、国が指定し
た文化財。

県内の重要文化財(考古資半羽は6件。福井洞窟出土品(佐世保市)や、原の辻遺跡出
土品(壱岐市)等がある。

■

.

.
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